
紹|

介|

H

・
M
-
コ
ゾ
ド
エ
ブ

「
社
会
主
義
諸
国
に
沿
け
る
土
地
関
係
』

社
会
・
経
済
文
献
出
肱
所
、

モ
ス
ク
ワ
・
一
九
六

O
年
、
三
五
二
頁

そ
の
中
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
「
若
干
の
立
場
は
討
論
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
」
が
、
「
地
代
関
係
を
綿
密
か
つ
独
創
的
に
解
明
し
て
い
る
こ
の

著
書
は
読
者
に
と
っ
て
興
味
が
あ
ろ
う
」
と
い
う
編
集
者
の
前
言
を
付
さ

れ
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
社
会
主
義
国
と
人
民
民
主
主
義
国
に
お
け
る

所
有
対
象
お
よ
び
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
に
対
す
る
人
間
関
係
の
全
総

体
で
あ
る
「
土
地
関
係
」
の
理
論
的
概
説
書
で
あ
る
。

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係
L

日、円・}円・『ハ。
ω。
h
o巾
ロ

A
ω
2白
色

-rzz円
。
↓

zoロ
]mzz口
ロ
円
(
)
戸
明
白
血
個
両
国
自
民
B

岡
山
内
口
穴
国
阿
円
、
『
勺
出
国
間
ふ
vv

で一
ω
』
均
月
己
λ
↓
目
。
門
O
H
H
閉山由
E

己「図。・
ω穴
C
E
C
J
~
ニ
三
町
内
六
。

bav---Z勺
口

J
v
d
z
w

宝
。
?

穴
∞
出
・
回
目
w
⑦

0
・
∞
日

ω
門
]
勺

井

上

周

八

著
者
の
立
場
は
「
ま
え
が
き
」
で
著
者
自
身
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、

単
な
る
机
上
の
研
究
の
成
果
で
は
な
い
。
そ
れ
は
圏
内
の
中
央
お
よ
び
地

方
で
出
版
さ
れ
た
多
数
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
の
労
作
に
含
ま
れ
て
い
る
資

料
、
各
地
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
訪
問
し
て
得
た
生
き
た
知
識
、
他
の
人
民
民

主
主
義
諸
国
か
ら
の
資
料
、
学
位
論
文
、
雑
誌
論
文
、
学
位
論
文
説
明
者

や
卒
論
準
備
中
の
学
生
の
実
際
の
デ
ー
タ

i
、
多
数
の
経
済
学
者
と
の
意

二
一
九



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

日
比
の
交
換
お
よ
び
論
争
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
意
見
や
資

料
は
、
そ
れ
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
客
観
的
結
論
を
見
出
す
の
は
困

難
で
あ
り
、
著
者
は
未
解
決
の
問
題
に
つ
い
て
独
自
の
積
極
的
見
解
を
の

べ
て
い
る
。

著
者
イ
ワ
ン
・
コ
ゾ
ド
エ
フ
に
つ
い
て
わ
た
く
し
の
知
る
と
こ
ろ
は
僅

か
に
次
の
こ
と
が
ら
、
す
な
わ
ち
か
れ
が
モ
ス
ク
ワ
大
学
経
済
学
部
特
別

研
究
科
の
学
生
を
指
導
し
て
い
る
中
堅
の
農
業
経
済
学
者
で
あ
り
、
一
九

五
八
年
九
月
に
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
主
義
農
業
に
お
け

る
地
代
」
に
か
ん
す
る
学
術
会
議
で
、
「
プ
ロ
レ
タ
グ
ア

i
ト
独
裁
期
に
お

け
る
地
代
の
収
奪
は
土
地
所
有
に
基
づ
か
な
い
L

と
い
う
論
題
で
発
言
し

て
い
る
が
、
そ
の
と
き
の
肩
書
は
助
教
授
、
経
済
学
修
士
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
か
れ
が
一
九
五
八
年
に
司
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
地
代

r
Z
E
E
-
D
E

E
雪
国
国

E-宮
ZEn言
語
2
5
3
3
5
H』
と
い
う
七

O
買
ほ
ど
の
小

冊
子

l
!こ
の
小
冊
子
の
立
場
は
本
書
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
ー
ー
を
出
版

し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
ほ
か
わ
た
く
し
は
手
に
し
て
い
な
い
が
、
次
の
二

論
文

A
A
円
H
Z円廿
A
V
巾
勺
巾

EHE出
p
d
r
z
m
H
出
ω
2
ち
に
{
「
=
出
回
匂
巾
甲
山
4
2
-
H
℃
=

n

O
民
間
m
b
z
ω
戸
市
V
J

U¥円
。
口
円
回
目
・

H
C印
G
-

A
J山
内
三
巾
己
「
日
目
出
勺
巾
司
吋
出
口
ω

ロO
同
一
可
』
=
R
2
4
「
一
て
勺
『
円
口
一
u
o
p
-
-
巾
吋
即
日
u司
回
、
吋
白
V
v
・

一AS
S
E
R
-
-
S
A
U
Z注目弓

y
三
日
計

を
公
刊
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
後
者
の
小
冊
子
に
つ
い
て
は
、

A
・
ボ
ル

ゴ
フ
が
そ
れ
を
取
上
げ
、
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
形
成
条
件

。

の
正
し
い
分
析
を
基
本
的
に
与
え
て
い
る
ソ
ヴ
ェ
ト
の
第
一
級
の
経
済
学

者
の
一
人
一
(
『
経
済
学
の
諮
問
題
』
誌
二
九
六
O
年
五
号
、
九
四
頁
)
と
コ
ゾ

ド
エ
フ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

次
に
本
書
の
目
次
を
掲
げ
よ
う
。

ま
え
が
き
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・:
:
:
:
:
:
;
:
j
i
-
-
:
三

第
一
部
す
べ
て
の
土
地
の
凶
有
化
、
農
民
所
有
へ
の
土
地
分
割

お
土
び
農
業
制
度
の
問
題

第
一
章
農
業
制
度
範
晴
の
一
般
的
概
怠
と
マ
戸
グ
ス
主
義
科

学
に
お
け
る
地
代
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
E
E
-
-
i
一
O

第
二
章
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
と
封
建
的
関
係
の
復
活
排

除
の
保
一
副
を
伴
う
土
地
分
割
の
実
施
能
力
を
プ
ル
ジ

ヨ
ア
ジ
ー
は
も
た
な
い
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
e
i
-
-
:
・
・
五
三

第
三
章
労
農
同
日
の
も
と
で
の
す
べ
て
の
土
地
の
同
有
化
と

農
民
所
有
へ
の
土
地
分
割
に
お
け
る
共
通
性
と
詫
別

性
:
:
・
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
E
i
-
-
:
・E
i
-
-
:
:
:
・
五
ホ

第
四
章
ソ
連
お
よ
び
毛
ン
ゴ
1

山
げ
に
お
け
る
す
べ
て
の
土
地

の
国
管
化
の
原
因
:
;
:
:
:
e
i
-
-
:
z
i
-
-
;
町

a
i
-
-
:
・
:
:
:
・
七
回

銘
五
章
人
民
民
主
主
義
諸
国
(
モ
ン
ゴ

l
戸
を
除
く
)
で
農

民
一
所
右
へ
の
七
地
分
割
が
行
な
わ
れ
た
原
因
:Gi--:
・
:
・
:
:
八
八

第
六
章
社
会
主
義
的
農
業
制
度
の
成
立
i
j
i
-
-
:
:
:
E
i
-
-
:
:
:
:
:
一
O
一ニ

第
七
章
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
協
同
組
合
員
が
受
け
と
る
土

地
所
得
。
ω
経
済
的
本
質
:EE

・e
・
-
:
:
:
・
:
:
・
・
:
:
:
・
:
:
一
一
七

プ
ロ
レ
F
リ
ブ
ー
ト
独
裁
期
仁
お
け
る
差
額
《
花
代
》

の
形
成
と
そ
の
分
配
問
題

銘
二
部



第
八
章
差
額
地
代
の
物
質
的
基
礎

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
一
回
。

第
九
章
差
額
超
過
所
得
の
客
観
的
大
き
さ
と
そ
の
源
泉
:
:
:
:
:
:
:
・
一
一
主
人

第
十
章
超
過
所
得
が
い
わ
ゆ
る
差
額
地
代
形
態
を
と
る
原
因
・
・
:
一
七
O

第
十
一
章
超
過
所
得
の
社
会
主
義
国
家
と
農
民
階
級
と
の
間

で
の
分
配
問
題
・
・
:
:
・
・
・
:
:
・
:
:
:
・
:
:
E
・E・
-
:
・
:
・
:
:
一
七
八

第
十
二
章
切
株
当
り
(
根
の
)
報
酬
の
経
済
的
本
質
:
:
:
:
・
:
:
・
一
九
七

第
十
一
二
章
農
民
に
よ
る
差
額
超
過
所
得
の
実
現
が
そ
の
内
容

で
あ
る
と
と
ろ
の
範
曙
の
科
学
的
定
式
化
に
つ
い
て
:
:
:
一
一
一
六

第
三
部
社
会
主
義
生
産
の
刺
戟
と
労
農
同
盟
の
強
化
に
お
け
る

《
地
代
》
関
係
の
役
割

第
十
四
章
農
産
物
の
価
絡
形
成
と
超
過
所
得
の
国
家
と
コ
戸

ホ
1
ズ
と
の
間
で
の
分
間
機
構
:
j
i
-
-
-
;
;
:
:
二
二
八

調
達
政
策
に
お
け
る
超
過
所
得
部
分
を
コ
ル
ホ
l

ズ
に
残
す
機
構
の
国
家
に
よ
る
運
用
(
一
九
五
八
年

以
前
)
・
:
:
:
:
:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
・
:
・
・
:
:
:
・
・
二
四
一

M
T
C
の
労
働
に
対
す
る
現
物
支
払
制
度
に
お
け

る
超
過
所
得
の
一
部
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
残
す
機
構
の

国
家
に
よ
る
運
用
・
:
:
:
・
・
:
・
:
・
:
・

j
i
-
-
:
:

二
六
四

租
税
制
度
に
お
け
る
超
過
所
得
の
一
部
を
コ
戸
ホ

ー
ズ
に
残
す
機
構
の
国
家
に
よ
る
運
用
:
・
・
・
・
・
・
・
・
二
七
九

一
九
五
八
年
以
前
の
時
期
に
お
け
る
国
家
へ
の
生
産

物
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
国
家
が
ア
戸
テ
リ
お
よ
び

コ
戸
ホ
1
ズ
員
に
残
し
た
超
過
所
得
部
分
・
・
:
:
:
;
:
:
二
八
七

農
産
物
の
単
一
の
国
家
調
達
制
度
の
条
件
下
の
超

過
所
得
の
分
配
・
・
・
・

:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
;
:
:
:
一ニ

O
五

第
十
五
章

第
十
六
章

第
十
七
章

第
十
八
章

第
十
九
章社

会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

第
二
十
章

《
地
代
》
関
係
に
よ
り
惹
き
起
さ
れ
る
社
会
主
義

経
済
制
度
に
お
け
る
矛
盾
・
・
・
・
;
・
・
・
:
;
:
:
:
:
:
一
三
二

O

む
す
び
・
・
・
・
:
・
・
:
・
・
・

:
:
:
j
i
-
-
-
E
E
E
-
-
E
i
-
-
:
:
:
・
:
:
三
四
五

さ
て
、
第
一
部
第
一
章
で
か
れ
は
、
農
業
制
度
》
J
与
さ
L

一一

2
3
3

と
い
う
概
念
は
、

ω農
業
生
産
の
社
会
経
済
的
制
度
つ
ま
り
農
業
に
お

け
る
生
産
関
係
と
、
同
単
な
る
農
業
組
織
、
土
地
組
織
、
も
し
く
は
土

地
制
度
と
の
こ
様
の
意
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
川
、
凶
の
意

義
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
次
の
如
く
述
べ

る。
範
隠
と
し
て
の
農
業
制
度
1

1↓

ωの
場
合
を
さ
す
ー
ー
は
、
「
誰
が
土

地
の
所
有
者
で
あ
る
か
、
誰
が
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
を
領
有
し
て
い

る
か
と
い
う
問
題
に
解
答
を
与
え
る
」
(
一
四
頁
)
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
・

レ
l
ニ
ン
主
義
は
厳
密
な
意
味
で
「
所
有
対
象
と
し
て
の
土
地
と
経
営
対

象
と
し
て
の
土
地
L

を
区
別
す
る
。
農
業
制
度
は
経
営
対
象
と
し
て
の
土

地
が
士
地
所
有
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
関
係
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
。

土
地
経
営
の
土
地
所
有
者
か
ら
の
分
離
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
、
原
始
共
産
制
や
奴
隷
所
有
制
の
も
と
で
は
、
農
業
制
度
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
農
業
制
度
は
奴
隷
制
生
産
様
式
の
解
体
過
程
に
お
い
て
、

大
土
地
所
有
者
が
奴
隷
を
土
地
に
緊
縛
し
(
永
代
小
作
)
、
ま
た
は
土
地

を
農
民
に
貸
出
す
場
合
に
生
ず
る
。
こ
こ
で
は
土
地
所
有
と
土
地
経
蛍
が

分
離
す
る
。
こ
の
分
離
は
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
内

的
性
質
に
応
ず
る
形
で
の
資
本
主
義
的
農
業
制
度
を
生
み
出
し
た
が
、
ブ

一一
一一



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

ル
ジ
ア
ョ
ジ
ー
は
純
粋
な
形
で
の
資
本
主
義
的
農
業
制
度
を
創
造
す
る
能

力
そ
も
た
な
か
っ
た
Q

た
と
え
ば
完
全
な
土
地
の
間
有
を
ブ
ル
ゾ
ョ
ア
ジ

ー
は
実
現
し
え
な
か
っ
た
。

農
業
制
度
は
地
代
関
係
〈

p
z叶
Z
5
0
2
c
E
S
E－
）
の
も
つ
内
容
よ

り
も
透
か
に
広
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
土
地
利
用
の
集
中
・
細

分
と
結
び
つ
い
た
諸
関
係
、
土
地
の
賃
貸
、
転
借
関
係
等
を
含
む
。
し
か

し
「
地
代
関
係
は
そ
れ
な
く
し
て
は
農
業
関
係
が
あ
り
え
な
い
と
こ
ろ
の

農
業
制
度
の
内
的
核
心
で
あ
る
」
（
ニ
C
頁）
O

敵
対
的
段
階
に
お
け
る
地
代
は
封
建
地
代
と
資
本
制
地
代
と
に
区
別
さ

れ
る
。
「
地
代
存
在
の
条
件
は
土
地
所
有
者
の
こ
の
土
地
で
の
経
営
か
ら

の
分
離
で
あ
る
。
地
代
の
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
は
、
経
営
対
象
と
し
て
の
土

地
が
所
有
対
象
と
し
て
の
土
地
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

条
件
の
も
と
で
で
は
あ
る
が
、
土
地
所
有
の
何
ら
か
の
形
態
を
前
提
と
す

る
」
（
一
一
一
頁
〉
。

マ
ル
ク
ス
は
周
知
の
よ
う
に
奴
隷
制
解
体
期
の
小
生
産
者
と
大
土
地
所

有
者
聞
の
地
代
の
発
生
を
解
明
し
た
。
奴
隷
制
度
の
も
と
で
は
ま
だ
経
営

対
象
と
し
て
の
土
地
と
所
有
対
象
と
し
て
の
土
地
の
分
離
は
存
在
し
な

い
。
奴
隷
所
有
者
と
奴
隷
と
の
関
係
は
奴
隷
労
働
の
全
生
産
物
に
か
ん
し

て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
剰
余
生
産
物
に
つ
い
て
心
み
成
立
す
る
の
で

は
な
い
。
「
奴
隷
制
社
会
に
お
け
る
地
代
は
、
所
有
対
象
と
し
て
の
土
地

の
溢
営
対
象
と
し
て
の
土
地
か
ら
の
分
離
過
程
が
生
じ
、
奴
隷
所
有
者
が

も
は
や
自
己
の
生
産
を
組
織
し
な
い
特
に

σみ
現
わ
れ
る
」
（
二
二
頁
）
。

奴
隷
制
社
会
に
お
い
て
生
ず
る
地
代
は
、
そ
の
性
格
上
封
建
地
代
の
勝
芽

一一一一

で
あ
る
。
し
か
る
に
若
干
の
経
ー
凶
学
者
は
、
地
代
ば
土
地
所
有
の
存
在
す
る
ゐ
ら

ゆ
る
社
会
経
済
的
機
得
に
生
ず
る
、
と
考
え
て
い
る
o

た
と
え
ば
、
一

A

ソ
ヴ
ェ
ト
大
百
科
事
典

V
に
発
表
さ
れ
た

A
地
代

V
と
い
う
項
目
で
は
次

の
よ
う
な
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、

A
A階
級
的
・
敵
対
的
段
階
に
お
け

る
地
代
は
、
農
業
で
直
銭
的
生
障
者
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
、
土
地
所
有
者

に
よ
り
収
奪
さ
れ
る
剰
余
生
産
物
部
分
で
あ
る

V
。
し
か
し
果
し
て
、
土

地
所
有
者
に
よ
る
不
労
所
得
の
収
牽
と
い
ろ
事
実
そ
の
も
の
は
、
地
代
同

係
の
存
在
に
つ
い
て
語
る
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
か
？
地
代
の
こ
の
よ
う
な

不
正
確
な
規
定
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
地
代
の
発
生
が
全
く
誤
っ
て
説
明

さ
れ
て
い
る
、

A
最
初
、
地
代
は
奴
隷
搾
取
の
結
果
で
あ
っ
た
、
そ
し
℃

優
等
な
質
の
土
地
で
、
あ
る
い
は
よ
り
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
、

生
産
を
行
な
。
て
い
る
奴
隷
制
的
大
土
地
所
有
の
よ
り
高
い
生
産
性
を
現

わ
し
た

V
（
第
二
版
、
第
十
六
巻
、
六
二
八
頁
）
。

ζ

の
観
点
は
多
数
の
修
土

論
文
に
も
反
映
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

B
・
M
－
ア
ン
ド
レ
l
z
フ
は

そ
の
学
位
論
文
八
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
地
代

V
の
報
告
で
、
か
れ
の
地

伐
理
解
を
次
の
よ
ろ
に
公
式
化
し
た
、

A
：
；
地
代
は
、
そ
の
性
庶
民
上
、

原
始
共
産
制
の
解
体
期
、
奴
隷
制
的
生
産
方
法
の
確
立
期
に
お
け
る
生
産

手
段
の
私
的
所
有
の
確
立
と
と
も
に
生
ず
る
。
奴
隷
制
辻
会
で
は
、
差
額

地
代
は
、
大
土
地
所
有
に
お
い
て
は
奴
隷
の
搾
取
と
土
地
経
営
の
独
占
の

結
果
と
し
て
、
小
経
営
に
お
い
て
は
優
等
地
で
得
ら
れ
る
剰
余
生
産
物
と

し
て
、
楽
生
す
る

V
〈

B
・
M
－
ア
シ
ド
レ
1
エ
ミ
コ
ル
ホ
1
〆
に
お
け
る

泊
代
、
制
抑
止
H

言
、
サ
ラ
ト
ァ
、
一
九
£
四
年
、
間
一
真
）
ο

こ
の
よ
う
な
地
代
の



理
解
は
二
つ
の
誤
っ
た
方
法
論
的
立
場
に
基
づ
く
。
第
一
に
、
こ
こ
で

は
、
地
代
の
物
質
的
基
礎
と
、
こ
の
物
質
的
基
礎
の
収
奪
に
関
し
て
形
成

さ
れ
、
地
代
範
鴎
の
社
会
的
内
容
を
な
す
人
間
関
係
と
が
、
同
一
視
さ
れ

て
い
る
。
第
二
に
、
こ
こ
で
は
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
所
有
者
か
ら

の
分
離
が
無
視
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
地
代
関
係
形
成
の
不
可
欠
の
条

件
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
も
と
で
の
す
べ
て
の
土
地
所

有
形
態
が
剰
余
生
産
物
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
の
地
代
へ
の
転
形
の
原
因

な
の
で
は
な
い
。
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
の
可
能
性
と
必
然
性
は
、
土

地
所
有
が
、
労
働
用
具
と
し
て
の
、
主
要
な
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
に

対
立
す
る
時
に
の
み
、
土
地
所
有
者
が
土
地
生
産
を
組
織
せ
ず
、
い
か

な
る
土
地
投
資
も
行
な
わ
ず
、
か
れ
が
土
地
所
有
者
で
あ
る
と
い
う
根
拠

の
う
え
で
の
み
、
自
己
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
地
代
を

A
盗
み
取
る

V
場
合
に
の

み
、
現
わ
れ
る
。
地
代
は
、
土
地
所
有
が
ま
さ
に
土
地
所
有
と
し
て
経
済

的
実
現
を
必
要
と
す
る
時
に
発
生
す
る
。
こ
の
こ
と
は
農
民
的
経
営
の
例

で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
農
民
が
自
己
の
一
片
の
土
地
の
所
有

者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
が
所
有
対
象
と
し
て

の
土
地
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
地
代
関
係
は
発
生
し
な
い
・

・
:
そ
れ
故
敵
対
的
段
階
に
お
け
る
す
べ
て
の
地
代
の
タ
イ
プ
に
固
有
な
共

通
性
は
、
第
一
に
、
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
所
有
対
象
と
し
て
の
土

地
か
ら
の
分
離
で
あ
り
、
第
二
に
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
が
、
大
土
地
所
有
者
に
よ
る
、
こ
れ
ら
の
所
有
者
の
側
か
ら
の
何
ら
の

企
業
活
動
な
く
し
て
の
、
直
接
的
生
産
者
の
剰
余
労
働
(
全
部
あ
る
い
は

一
部
)
の
収
奪
で
あ
る
」
合
一
六
|
七
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
た
だ
土
地
所
得
の

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

み
が
地
代
の
性
格
を
も
ち
、
土
地
所
有
者
が
土
地
所
有
者
で
あ
る
と
い
う

基
礎
に
よ
っ
て
の
み
収
奪
す
る
も
の
が
地
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地

代
は
単
に
不
労
所
得
一
般
で
は
な
く
、
土
地
所
有
の
権
利
に
よ
っ
て
の
み

入
手
す
る
こ
と
の
で
き
る
不
労
所
得
で
あ
る
。
か
く
し
て
地
代
関
係
の
基

礎
は
土
地
所
有
で
あ
り
、
敵
対
的
段
階
で
の
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
地
代
は

(
註
)

土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
形
態
で
あ
る
。

(
註
)
コ
ゾ
ド
エ
ブ
の
以
上
の
見
解
は
、
「
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
所
有
対

象
と
し
て
の
土
地
か
ら
の
分
隊
お
よ
び
農
業
制
度
と
地
代
と
い
う
概
念
の
解
釈

に
お
け
る
そ
の
役
割
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
コ
ゾ
ド
エ
フ
の
労
作
の
中
の
討
論

す
べ
き
問
題
の
一
つ
で
あ
る
」
(
一
二
頁
)
と
い
う
編
集
者
の
脚
設
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
疑
問
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
か
れ
は
自
分
の
土
地

を
経
営
す
る
農
民
の
場
合
に
は
地
代
関
係
は
発
生
し
な
い
と
い
う
が
、
こ
の
勤

労
農
民
の
例
を
原
始
共
同
体
に
お
い
て
地
代
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
と
同
様

に
、
土
地
所
有
と
土
地
経
営
の
分
離
が
な
い
か
ら
と
し
て
、
同
一
の
場
合
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
農
民
が
土
地
を
借
り
て
い
る
場
合
に
は
地
代
関
係
が

顕
在
的
に
発
生
す
る
が
、
農
民
が
土
地
の
所
有
者
の
場
合
に
は
地
代
関
係
は
潜

在
的
に
存
在
す
る
。
コ
ゾ
ド
エ
ア
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
制
地
代
の

場
合
に
も
資
本
家
が
同
時
に
地
主
な
ら
ば
地
代
関
係
は
潜
在
的
に
存
在
す
る
c

と
こ
ろ
が
、
原
始
共
同
体
の
場
合
に
は
潜
在
的
に
も
地
代
関
係
は
存
在
す
る
と

は
い
え
な
い
。
こ
の
土
地
所
有
と
土
地
経
営
の
分
離
と
は
、
生
産
一
手
段
の
私
的

所
有
を
根
拠
と
し
て
成
立
す
る
土
地
経
営
の
独
占
が
土
地
所
有
と
分
離
対
立
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
所
有
者
と
経
営
者
の
分
離
対
立
で
あ
る
。
こ
の

点
原
始
共
同
社
会
や
奴
隷
制
社
会
で
は
、
所
有
者
が
同
時
に
経
営
者
で
あ
り
、

奴
隷
は
奴
隷
所
有
者
の
単
な
る
所
有
物
、
生
き
た
道
具
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

一一
一



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

か
ら
、
地
代
関
係
は
発
生
し
な
い
。
し
か
し
農
民
経
営
の
場
合
、
そ
れ
が
貸
借

地
の
経
営
で
あ
る
と
き
は
地
代
関
係
は
顕
在
的
に
存
在
し
、
農
民
自
身
が
地
主

で
あ
る
と
き
に
は
地
代
関
係
は
潜
在
的
に
存
在
す
る
。
だ
か
ら
、
土
地
所
有
と

土
地
経
営
の
分
離
を
形
式
的
尺
度
と
し
て
、
こ
の
場
合
に
も
共
同
体
の
場
合
と

同
様
に
地
代
関
係
が
な
い
と
一
応
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
厳
密
に
は
港
在
的

地
代
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を
地
代
関
係
が
な
い
と
い
う
点
で
の

み
同
一
視
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
土
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離
に
は

敵
対
的
分
離
(
封
建
的
土
地
関
係
や
資
本
制
的
土
地
関
係
な
ど
〉
と
和
解
的
分

離
(
社
会
主
義
的
農
業
生
産
関
係
)
が
存
在
オ
る
こ
と
、
土
地
所
有
(
者
)
と

土
地
経
営
(
者
)
の
分
離
の
基
礎
は
私
的
所
有
の
存
在
で
あ
り
、
土
地
の
私
的

所
有
者
と
土
地
以
外
の
生
産
手
段
の
所
有
者
の
分
醸
対
立
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
分
離
対
立
の
も
と
で
土
地
所
有
が
自
己
自
身
を
経
済
的
に
実
現
す
る
も

の
こ
そ
地
代
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、
等
の
諸
点
を
見
失
わ
な
い
と
と
は
、

「
地
代
」
関
係
の
理
論
的
把
握
の
た
め
に
必
須
の
基
本
的
事
項
で
あ
ろ
う
。
コ

ゾ
ド
エ
ブ
は
土
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離
を
地
代
成
立
の
契
機
と
し
て
強
調

し
、
地
代
と
は
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
の
ち
に
み
る

よ
う
に
、
か
れ
は
プ
ロ

V
F
H
ア
1
ト
独
裁
期
や
社
会
主
義
社
会
の
「
地
代
」

関
係
は
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
で
は
な
く
、
こ
の
意
味
で
マ

hyp
ス
の
地
代

規
定
は
成
立
し
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
か
れ
は
土
地
的
条
件

に
基
づ
く
差
額
所
得
を
地
代
と
よ
ぶ
の
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
あ

た
り
の
か
れ
の
見
解
は
、
し
た
が
っ
て
さ
ら
に
討
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

こ
の
あ
と
か
れ
は
、
リ
カ
ル
ド
の
地
代
論
、
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
の
先
行
者

の
う
ち
、
か
れ
に
よ
れ
ば
た
だ
ひ
と
り
地
代
の
階
級
的
本
質
を
理
解
し
て

い
た

H
・

r
・
チ
エ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
キ
イ
の
地
代
理
論
、
レ

i
ニ
ン
に

二
二
回

よ
る
マ
ル
ク
ス
地
代
論
の
よ
り
一
層
の
発
展
等
に
ふ
れ
た
の
ち
、
「
さ
て
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
り
研
究
さ
れ
、
公
式
化
さ
れ
た
地
代
の
一
般
的
規
定
に
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
期
に
お
け
る
差
額
地
代
は
含
ま
れ
る
か
、
と
い
う

問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
問
題
に
解
答
を
与
え
る
た
め
に
、
資
本
主
義
か
ら

社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
、
そ
し
て
社
会
主
義
の
段
階
に
お
け
る

農
業
制
度
の
内
容
、
生
産
関
係

l
l社
会
主
義
の
経
済
学
に
よ
り
科
学
的

に
地
代
関
係
あ
る
い
は
差
額
地
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
|
|
の
本
質
と
役
割

を
研
究
し
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土

地
関
係
の
全
総
体
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
何
故
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
が
今
日
ま
で
一
国
に
お
い
て
も
封
建
的
、
個
人
的
・
農
民
的
農
業

制
度
の
資
本
制
的
農
業
制
度
へ
の
完
全
な
再
編
成
を
実
施
し
な
か
っ
た
か

を
、
第
二
に
、
二
つ
の
革
命
的
方
法
|
|
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
と
農

民
所
有
へ
の
土
地
分
割
、
そ
れ
に
よ
ヴ
て
労
働
者
階
級
は
農
民
階
級
と
同

盟
し
て
政
治
革
命
の
過
程
で
農
業
革
命
を
実
施
す
る
ー
ー
ー
が
、
社
会
主
義

的
農
業
制
度
の
い
か
な
る
特
殊
性
を
生
み
出
す
か
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ

、
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
合
一
一
四
頁
)
と
し
て
、
第
二
章
で

す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化
と
土
地
分
割
を
行
な
う
点
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
の
不
徹
底
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

封
建
的
土
地
所
有
の
解
消
と
す
べ
て
の
土
地
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
に
よ

る
所
有
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
と
っ
て
の
最
大
の
可
能
性
を
つ
く
り
だ

す
。
そ
こ
で
は
絶
対
地
代
は
消
滅
し
、
こ
の
部
分
は
平
均
利
潤
の
形
成
に

参
加
し
、
農
業
へ
の
資
本
の
流
入
は
容
易
に
な
る
。
だ
が
、
労
働
者
階
級

が
す
で
に
一
つ
の
政
治
的
勢
力
で
あ
る
と
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
同
じ



所
有
者
階
級
た
る
地
主
へ
の
妥
協
と
同
盟
の
必
要
か
ら
、
こ
の
国
有
化
の

実
施
は
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
戦
前
の
メ
キ
シ
コ
、
戦
後
の
グ
ワ
テ

マ
ラ
共
和
国
、
ピ
ル
マ
連
邦
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
等
に
お
け
る
土

地
の
固
有
化
を
め
ぐ
る
階
級
斗
争
を
み
て
も
|
|
コ
ゾ
ド
エ
フ
は
そ
の
一

つ
一
つ
に
つ
い
て
簡
単
な
考
察
を
行
な
っ
℃
い
る
|
|
i
、
資
本
主
義
の
歴

史
上
、
土
地
の
国
有
化
が
今
日
ま
で
実
際
に
は
ど
の
一
国
に
お
い
て
も
実

現
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
勤
労
農
民
へ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
分
割
に
つ

い
て
は
資
本
主
義
も
そ
の
実
施
の
事
実
を
も
っ
て
い
る
。
古
典
的
な
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
土
地
分
割
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
に
よ
る

改
革
、
ま
た
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ャ
、
キ
ュ
ー
バ
等
の
土
地
分
割
や
農
業
革

命
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
農
業
政
策
を
み
て
も

iー

か
れ
は
こ
れ
ら
の
各
国
の
諸
事
情
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る

l
l、
過
去

お
よ
び
現
在
の
実
際
上
の
諸
事
実
は
、
す
べ
て
何
ら
か
の
政
治
的
・
経
済

的
理
由
に
基
づ
き
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
地
主
の
土
地
の
没
収
、
土
地
分

割
お
よ
び
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
を
行
な
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
マ
ル
ク
ス
・
レ
!
ニ
ン
主
義
の
見
解
を
確
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
資
本

主
義
が
発
展
し
、
労
働
者
階
級
が
強
ま
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
身
が
地
主
化

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
土
地
改
革
に
よ
る
封
建
遺
制
の
解
消
へ
の
か
れ
ら
の

関
心
は
消
滅
す
る
。
「
し
か
し
、
勤
労
農
民
階
級
を
入
な
だ
め

V
、
強
固

な
労
農
同
盟
の
確
立
を
妨
げ
、
金
融
資
本
の
支
配
を
強
化
す
る
た
め
に
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
は
多
く
の
国
で
入
農
業
改
革

V
に
頼
る
。
第
一
次
世
界

大
戦
後
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル

i
マ
ニ
ヤ
、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ

お
よ
び
い
く
つ
か
の
そ
の
他
の
国
々
で

A
農
業
改
革

V
を
行
な
っ
た
。
こ

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

れ
ら
の

A
改
革

V
は
そ
の
階
級
的
性
格
、
方
法
、
結
果
に
か
ん
し
て
、
帝

政
ロ
シ
ヤ
の
入
ス
ト
ル
ィ
ピ
ン
改
革

V
に
似
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
通
常
、

地
主
か
ら
の
、
か
れ
ら
に
不
必
要
な
(
劣
等
な
)
、
大
き
く
な
い
土
地
に

莫
大
な
支
払
を
し
て
の

A
収
用

V
、
そ
の
土
地
の
小
さ
な
一
片
の
不
当
に

釣
上
げ
ら
れ
た
価
格
に
よ
る
農
民
へ
の
売
渡
し
、
に
帰
す
る

o
A改
革

V

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
土
地
所
有
の
極
め
て
高
い
八
限
度

V
を
超
え
る

A
剰

余

V
は

A
収
用

V
や
競
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

A
改

革

V
の
結
果
、
売
渡
さ
れ
た
土
地
の
大
部
分
を
姻
み
取
っ
た
地
主
や
富
農

の
よ
り
一
一
層
の
富
裕
化
が
起
っ
た
。
同
時
に
農
民
か
ら
の
土
地
の
奪
取
や

農
民
の
零
落
が
増
大
し
た
」
(
五
一
ニ
頁
〉
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
こ
の
よ
う
に
封
建
的
関
係
の
完
全
な
解
消
と
い
う

問
題
を
解
決
し
え
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
労
働
者
階
級
の
任
務
で
あ
る

が
、
労
働
者
階
級
は
こ
の
場
合
正
し
い
手
段
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
世

界
共
産
主
義
運
動
の
歴
史
は
、
農
民
階
級
に
か
ん
し
て
の
労
働
者
階
級
の

誤
り
が
、
か
れ
ら
に
ど
れ
ほ
ど
高
く
つ
く
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
一
九
一
九
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
の
社
会
主
義
章
命
は
こ
の
実
例
で
あ

る
。
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
の
共
産
主
義
者
は
労
働
者
階
級
の
農
村
に
お
け
る
同
盟

者
と
し
て
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
み
を
認
め
、
全
農
民
階
級
を
全
体

と
し
て
最
良
の
場
合
に
は
八
中
立
さ
ぜ
ょ
う

V
と
し
た
。
地
主
の
土
地
の

掠
奪
と
分
割
と
い
う
且
庶
民
階
級
の
動
向
を
無
視
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
共
和

国
の
革
命
政
府
は
一
九
一
九
年
四
月
四
日
に
、
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を

所
有
し
て
い
る
所
有
者
の
土
地
国
有
化
に
関
す
る
法
令
を
公
布
し
た
。
そ

の
際
法
令
に
よ
っ
て
固
有
化
さ
れ
た
土
地
は
生
産
協
同
組
合
組
織
の
た
め

二
二
五



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

に
農
業
労
働
者
と
日
雇
農
夫
に
譲
渡
さ
れ
た
。
農
民
的
土
地
所
有
は
固
有

化
に
関
す
る
法
令
に
該
当
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
ち
ろ
ん
そ

れ
は
肯
定
的
要
因
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
政
府
は
、

地
主
の
土
地
を
、
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
い
て
そ
の
土
地
を
自
分
の
手

に
入
れ
る
こ
と
を
渇
望
し
て
い
た
農
民
の
所
有
に
す
る
、
あ
る
い
は
利
用

だ
け
で
も
さ
せ
る
と
い
う
手
段
を
行
な
わ
ず
、
反
革
命
的
な
も
の
の
出
現

に
と
っ
て
の
好
都
合
な
条
件
を
自
分
自
身
で
つ
く
り
だ
し
て
い
た
。
農
業

問
題
の
誤
っ
た
解
決
は
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
が
一
九
一
九
年

に
滅
亡
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

許
し
難
い
誤
り
が
一
九
一
八

l
一
九
年
に
ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
の
共
産
主
義
者

に
よ
っ
て
も
許
容
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
没
収
し
た
地
主
の
土
地
を
も
っ
と

も
貧
し
い
農
民
や
土
地
の
な
い
農
民
に
分
け
る
こ
と
を
拒
否
L
、
大
ソ
フ

ホ
ー
ズ
や
コ
ム
ミ
ュ

I
ン
の
創
設
に
割
当
て
た
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
の
共
産
主

義
者
た
ち
は
、
パ
ル
ト
海
沿
岸
農
民
の
国
会
代
表
者
が
地
主
の
土
地
の
農

民
所
有
へ
の
譲
渡
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
、
レ

I
ニ
ン
の
指
摘
を
考
慮

し
な
か
っ
た
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
の
共
産
主
義
者
た
ち
は
地
主
の
土
地
を
農
民

に
利
用
さ
せ
る
こ
と
す
ら
し
な
か
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
と
ラ
ト
ヴ
ィ
ヤ
の
共
産
主
義
者
た
ち
の
こ
れ
ら
の
誤
り
は

す
べ
て
の
国
の
共
産
党
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
と
な
っ
た
。

客
観
的
な
経
済
の
現
実
と
階
級
の
力
の
相
互
関
係
の
科
学
的
分
析
に
基

づ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
は
地
主
階
級
と
封
建
的
遺
制
の
解

消
の
二
つ
の
草
命
的
方
法

l
|
一
つ
の
方
法
は
す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化

で
あ
り
、
他
の
方
法
は
勤
労
農
民
の
所
有
へ
の
土
地
分
割
で
あ
る
|
|
の

一一一一ムハ

正
し
さ
を
証
明
し
た
。
対
象
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
た
だ
耕
地

に
関
し
て
の
み
区
別
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
分
割
の
場
合
で
も
す
べ
て
の

地
層
、
主
要
な
森
林
地
帯
、
河
川
、
お
よ
び
基
本
的
に
自
由
な
農
地
は
国

有
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
分
割
の
場
合
で
も
同
様
に
大
土
地
所
有
者
の

耕
地
の
大
き
く
な
い
〈
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
よ
り
少
な
い
〉
部
分
は
固
有
化

さ
れ
る
。
か
く
し
て
没
収
さ
れ
た
耕
地
(
の
大
部
分
)
は
勤
労
農
民
の
問

で
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

マ
ル
ク
ス
・
レ
l

ニ
ン
主
義
の
土
地
固
有
化
と
土
地
分
割
と
い
う
農
業

要
求
は
、
原
則
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
方
法
と
し
て
の
土
地
国
有
化
と
土
地

分
割
と
は
異
な
る
。
労
働
者
階
級
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
三
つ
の

方
法
は
、
地
主
の
土
地
や
官
有
地
そ
の
他
、
な
ら
び
に
大
資
本
家
の
土
地

や
富
農
の
土
地
の
剰
余
の
没
収
(
無
償
あ
る
い
は
人
民
の
利
益
に
な
る
条

件
で
の
買
上
げ
に
よ
る
〉
を
前
提
と
す
る
。
右
の
二
つ
の
革
命
的
方
法
の

い
ず
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
実
際
の
実
施
形
態
は
、
具
体
的

な
経
済
的
・
政
治
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
共
産
党
、
労

働
者
党
が
こ
れ
ら
の
方
法
の
う
ち
ど
ち
ら
を
正
し
く
撰
択
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
、
人
民
革
命
の
発
展
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
民
主
主
義
革
命
の
社
会
主

義
革
命
へ
の
成
長
転
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
確
立
は
左
右
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

土
地
国
有
化
と
土
地
分
割
の
共
通
性
と
差
別
性
を
取
扱
っ
て
い
る
第
三

章
で
か
れ
は
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
は
わ
ず

か
に
ソ
連
と
モ
ン
ゴ

l
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
一
七

年
十
一
月
八
日
に
レ

l
ニ
ン
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
土
地
に
関
す
る
法
令



に
よ
り
、
土
地
(
家
畜
お
よ
び
農
具
と
と
も
に
)
は
地
主
か
ら
無
償
で
没

収
さ
れ
、
農
民
の
利
用
に
無
償
で
分
配
さ
れ
、
す
べ
て
の
土
地
は
国
有
化

さ
れ
た
。
レ

l
ニ
ン
の
法
令
に
よ
り
、
以
前
の
地
主
や
、
そ
の
他
の
私
的

所
有
者
の
土
地
一
億
五
千
万
デ
シ
ャ

I
チ
ナ
(
一
デ
シ
ャ
l
チ
ナ
は
一
-

O
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
以
上
が
農
民
の
手
に
移
っ
た
o

た
だ
大
地
主
の
領

地
の
若
干
の
土
地
で
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
組
織
さ
れ
た
。
農
民
は
農
民
土
地
銀

行
へ
の
負
債
の
支
払
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
そ
の
額
は
一
九
一
六
年
一
月
一

日
に
は
十
三
億
二
千
三
百
金
ル
l
フ
リ
で
あ
っ
た
。
農
民
は
ま
た
地
主
へ

の
小
作
料
の
支
払
か
ら
、
ま
た
毎
年
総
計
七
億
金
ル

l
ブ
リ
の
土
地
購
入

費
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
総
計
三
億
ル
l
ブ
リ
の
地
主
の

農
具
が
農
民
に
譲
渡
さ
れ
た
。
農
民
に
と
っ
て
の
こ
れ
ら
す
べ
て
の
利
益

の
経
済
的
意
義
は
、
一
九
一
三
年
に
農
業
経
営
で
つ
く
り
だ
さ
れ
た
国
民

所
得
が
八
四
億
ル
l
ブ
リ
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
特
に
明

ら
か
に
な
る
。
一
農
家
あ
た
り
の
平
均
の
計
算
で
、
農
民
が
ソ
ヴ
ェ
ト
農

業
法
か
ら
え
た
利
益
は
、
一
時
的
に
八

O
ル
l
ブ
リ
、
毎
年
約
一
四

O
l

五

O
ル
l
ブ
リ
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
一
一
年
に
は
一
勤
労
農
民
経
営
口
の
平
均

で
国
民
所
得
総
計
二
三

O
ル
l
ブ
リ
が
っ
く
り
だ
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し

ト
で
h

ノ。
モ
ン
コ
l
ル
で
は
土
地
国
有
化
の
実
施
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
家
畜
の
没

収
に
さ
い
し
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
と
全
く
同
様
に
、
地
主
は
何
ら
の
買
収

金
も
受
け
と
ら
な
か
っ
た
。
没
収
さ
れ
た
家
畜
は
基
本
的
に
勤
労
牧
夫
の

所
有
に
無
償
で
分
配
さ
れ
た
。
牧
夫
は
ロ
シ
ヤ
の
農
民
と
同
様
に
巨
大
な

経
済
的
利
益
を
受
け
た
。

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

共
産
党
、
労
働
者
党
の
農
業
要
求
と
し
て
の
農
民
所
有
へ
の
土
地
分
割

は
、
ア
ル
パ
ニ
ヤ
、
ブ
ル
ガ
リ
ャ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
ハ
ン
ガ
リ

ャ
、
ド
イ
ツ
、
朝
鮮
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル

1
マ
ニ
ヤ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ア

キ
ヤ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
地
主

か
ら
没
収
さ
れ
た
農
地
の
わ
ず
か
な
小
部
分
の
み
が
国
家
経
営
の
組
織
の

た
め
に
固
有
化
さ
れ
、
没
収
さ
れ
た
土
地
の
圧
倒
的
大
部
分
は
農
民
所
有

に
分
配
さ
れ
た
。
土
地
は
農
民
に
い
か
な
る
義
務
も
な
し
に
引
渡
さ
れ

た
。
中
国
、
朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
地
主
の
土
地
な
ら
び
に
富
農
の

土
地
の
剰
余
は
無
償
で
没
収
さ
れ
た
。
祖
国
の
裏
一
切
者
や
反
逆
者
で
は
な

い
地
主
は
労
働
す
る
分
与
地
を
受
取
っ
た
。
没
収
さ
れ
た
土
地
は
分
割
さ

れ
、
無
償
で
農
民
所
有
に
譲
渡
さ
れ
た
。
中
国
で
は
土
地
を
購
売
し
、
賃

貸
す
る
権
利
な
ら
び
に
土
地
を
抵
当
に
し
、
贈
与
と
い
う
方
法
で
引
渡
す

権
利
も
与
え
ら
れ
た
。
中
国
で
は
農
民
自
身
が
地
主
か
ら
土
地
を
没
収

し
、
自
分
で
土
地
を
自
分
た
ち
の
所
有
に
分
け
た
、
そ
の
際
分
割
は
頭
割

り
で
均
等
原
則
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

ア
ル
パ
ニ
ャ
、
ブ
ル
ガ
リ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ャ
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ヤ
で
は
地
主
か
ら
収
用
す
る
土
地
の
買
上
げ
が

承
認
さ
れ
た
。
祖
国
の
一
裏
切
者
や
反
逆
者
か
ら
は
土
地
は
無
償
で
没
収
さ

れ
た
。
買
収
総
額
は
、
地
代
の
資
本
化
と
い
う
方
法
で
定
め
ら
れ
た
土
地

価
格
と
比
較
し
て
著
し
く
低
く
定
め
ら
れ
た
o

実
際
に
は
買
上
げ
は
、
あ

る
い
は
全
く
行
な
わ
れ
ず
、
あ
る
い
は
一
部
分
だ
け
支
払
わ
れ
た
。
ル
ー

マ
ニ
ヤ
や
ユ
l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ
で
は
買
上
げ
は
一
般
に
行
な
わ
れ
な
か
っ

た
。
没
収
さ
れ
た
土
地
や
農
具
は
、
勤
労
農
民
、
農
業
労
働
者
、
日
一
謄
農

七



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

夫
、
そ
の
他
の
勤
労
者
に
、
あ
る
い
は
無
償
で
(
労
働
不
能
者
、
人
民
権

力
の
戦
士
、
戦
死
者
の
家
族
等
に
)
、
あ
る
い
は
五
、
一

O
、
一
五
、
二

O
年
の
分
割
払
と
い
う
分
相
応
の
支
払
で
、
分
割
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
、
ル

l
マ
ニ
ヤ
で
は
、
た
と
え
ば
、
土
地
に
対
す
る
支
払

額
は
単
位
面
積
か
ら
の
一
年
の
収
穫
の
価
値
の
範
囲
で
定
め
ら
れ
た
。
そ

の
後
多
数
の
農
民
は
こ
の
支
払
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
支
払
に
よ
る
土
地
の

農
民
へ
の
引
渡
し
は
国
庫
の
状
態
に
よ
ら
な
か
っ
た
。
私
的
所
有
の
抜
き

が
た
い
心
理
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
の
農
民
は
、
無
償
で
よ
り

も
有
償
で
土
地
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。
土
地
へ
の
支
払

は
、
農
民
が
十
分
な
権
利
を
も
っ
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
、
土
地
を
単
に

貰
っ
た
、
あ
る
い
は
受
取
っ
た
の
で
は
な
く
、
買
っ
た
の
だ
と
い
う
農
民

の
意
識
を
ま
す
/
¥
強
固
に
し
て
い
る
。
多
数
の
中
農
は
一
度
に
土
地
へ

の
全
支
払
を
し
、
分
割
払
に
よ
る
特
典
を
拒
否
し
た
。
改
革
に
よ
り
農
民

所
有
に
な
っ
た
土
地
は
、
あ
る
い
は
全
く
販
売
で
き
ず
、
賃
貸
や
抵
当
に

出
す
こ
と
も
で
き
ず
、
あ
る
い
は
土
地
の
購
入
、
販
売
、
賃
貸
は
き
び
し

く
制
限
さ
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
中
央
委

員
会
第
八
回
総
会
(
一
九
五
六
年
)
以
後
、
土
地
の
自
由
な
商
品
取
引
が

実
施
さ
れ
た
。

「
社
会
主
義
陣
営
の
す
べ
て
の
諸
国
で
は
、
畑
作
勤
労
者
は
土
地
を
得

た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
土
地
を
失
う
烈
れ
か
ら
も
免
れ
た
と
い
う
こ
と

に
、
さ
ら
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ま
た
地
主
、
高

利
貸
、
銀
行
へ
の
隷
属
的
負
債
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。
個
々
の
社
会
主
義

国
に
よ
っ
て
、
農
業
改
革
の
実
施
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
肝

八

要
な
こ
と
は
、
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
も
土
地
分
割
も
、
土
地
を
耕
作

し
て
い
る
者
が
土
地
の
主
人
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
原
則
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
九
九
頁
)
。

「
農
民
が
地
主
の
土
地
を
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
か
れ
ら
の
経

済
的
利
益
は
、
国
有
化
さ
れ
た
土
地
を
利
用
し
て
い
る
農
民
と
く
ら
べ
て

大
き
く
は
な
い
。
何
故
な
ら
国
有
化
さ
れ
た
土
地
は
無
期
限
、
無
償
の
利

用
と
し
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
(
六
O
頁)。

「
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
と
農
民
所
有
へ
の
土
地
分
割
は
亡
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
独
裁
の
経
済
的
な
力
を
同
一
程
度
に
強
化
す
る
。
何
故
な
ら
こ

れ
ら
の
方
法
の
い
ず
れ
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、
社
会
主
義
国
家
は
す
べ

て
の
地
層
な
ら
び
に
河
川
、
主
要
な
森
林
地
帯
の
所
有
者
で
あ
り
、
地

層
、
森
林
、
河
川
の
利
用
か
ら
の
利
益
は
双
方
の
場
合
と
も
す
べ
て
の
人

民
の
財
産
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
の
場
合
、
国
家
は
地
層
、
森
林
、
河

川
、
お
よ
び
国
営
企
業
が
組
織
さ
れ
て
い
る
場
所
の
利
用
に
対
す
る
地
代

の
支
払
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
農
民
所
有
へ
の
土
地
の
土
壌
表
面
の
分

割
も
、
す
べ
て
の
地
表
の
国
有
化
と
く
ら
べ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁
の
経
済
的
な
力
を
少
し
も
弱
め
な
い
。
ま
さ
に
す
べ
の
て
地
表
の
国
有

化
の
も
と
で
土
地
は
農
民
の
無
償
利
用
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
の
も
と
で
、
農
民
は
、
か
れ
ら
自
身
が
土
地
所
有
者
で
あ
る

場
合
に
も
、
土
地
所
有
者
が
国
家
で
あ
る
場
合
に
も
、
国
家
に
地
租
を
支

払
わ
な
い
。
し
か
し
土
地
国
有
化
と
土
地
分
割
は
、
将
来
の
見
通
し
の
観

点
か
ら
、
す
な
わ
ち
農
村
の
社
会
主
義
的
改
造
の
観
点
か
ら
は
区
別
さ
れ

る
し
(
向
上
)
。
「
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
は
個
人
的
・
農
民
的
経
営
制



度
へ
の
社
会
主
義
的
・
協
同
組
合
的
制
度
へ
の
社
会
的
再
編
成
を
容
易
に

す
る
が
、
反
対
に
分
割
は
困
難
に
す
る
」
(
メ
一
貫
)
と
い
う
公
式
は
無
条

件
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
他
の
条
件
が
同
じ
場
合
と
い
う
本
質
的

補
足
を
必
要
と
す
る
。
で
は
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
・
ル
は
何
故
土
地
国
有
を
や
一
(

施
し
た
か
。

第
四
章
で
は
そ
の
理
由
を
、
ロ
シ
ヤ
の
一
農
民
、
が

A
土
地
は
神
の
も
の
、

土
地
は
誰
の
も
の
で
も
な
い

V
と
い
う
思
想
に
裏
づ
け
ら
れ
て
土
地
図
有

化
に
賛
成
し
て
い
た
乙
と
に
あ
る
と
し
、
こ
の
賛
成
の
経
済
的
理
由
と
し

て
は
、
土
地
関
係
心
極
端
な
複
雑
き
た
と
え
不
十
ラ
ト
フ
県
で
は
五

一
種
類
心
土
地
利
沼
形
態
が
数
え
ら
れ
た
ー
十
の
存
在
を
あ
f
、
そ
れ
双

戸
ノ
二
、
で
は
土
地
の
国
有
化
と
い
う
要
求
が
ポ
リ
シ
ヱ
日
3

キ
党
の
唯
一

の
正
し
い
農
業
綱
領
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
最
後
に

1
土
地
固
有
化
要
求
は
強
固
な
労
州
民
間
一
明
皿
を
保
障
し
た
。
何
故
な
ら
農

民
階
級
は
己
の
要
求
を
採
用
し
、
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
そ
の
も
の
に

か
れ
ら
は
土
地
欠
乏
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
そ
の
数
世
紀
に
わ
た
る
宿
望

を
実
現
す
る
手
段
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
、

2
土
地
国
有
化
要
求
ほ
徹
底
油
川
な
ず
フ
川
、
γ

三
F
-
民
主
主
義
革
命
の
遂

行
を
保
障
し
た
、

3
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
・
民
主
主
義
革
命
の
社
会
主
義
革
命
へ
の
発
展
の
結
果

と
し
て
、
ま
た
社
会
主
義
革
命
の
勝
利
は
農
村
の
社
会
主
義
的
再
編
成
の

歴
史
的
必
然
性
を
志
起
し
、
実
際
に
こ
の
必
然
性
は
国
有
化
さ
れ
た
土
地

で
容
易
に
実
現
す
る
、
と
い
う
国
有
化
の
一
二
つ
の
正
当
な
理
出
を
あ
げ
て

い
る
。

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

ま
た
モ
ン
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
の
国
で
す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化

を
惹
起
し
た
原
因
は
ロ
シ
ヤ
と
は
全
く
別
で
あ
る
と
し
て
次
の
如
く
い

う
。
モ
ン
ゴ

I
ル
で
は
革
命
前
、
国
の
主
要
な
、
そ
し
て
唯
一
と
さ
え
い

え
る
富
は
家
畜
で
あ
っ
た
。
牧
沓
は
遊
牧
で
あ
り
、
牧
場
を
も
含
む
土
地

は
公
侯
が
支
配
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
は
土
地
を
個
々

の
牧
夫
の
所
有
に
分
割
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
適
当
で
あ
っ
た
1

1

そ

れ
で
地
主
の
家
畜
の
没
収
問
問
問
は
土
地
問
題
と
同
時
三
九
二
了
i
四

年
)
に
で
は
な
く
、
著
し
く
、
巡
れ
て
一
九
四

O
年
に
解
決
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
条
件
は
入
な
、
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
の
合
目
的
性
を
示
唆
し
て

い
た
c

そ
し
て
牧
夫
は
、
ニ
の
手
段
を
、
か
れ
ら
の
利
益
に
完
全
に
応
え

る
も
の
と
L
て
、
ま
た
地
主
か
ら
の
家
畜
の
没
収
と
階
級
と
し
て
の
封
建

倹
主
の
解
消
へ
の
急
進
的
第
一
歩
と
し
て
理
解
し
た
。
モ
ン
ゴ
ー
ル
で
は

土
地
国
有
化
と
同
時
に
農
奴
を
所
有
す
る
権
利
も
消
滅
し
た
。
も
ち
ろ
ん

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ヤ
な
く
し
℃
は
、
ロ
シ
ヤ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
援

助
な
く
し
て
は
、
こ
の
革
命
的
手
段
を
モ
ン
ゴ
ー
ル
の
人
民
は
実
現
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ー
~
を
除
〆
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
の
農
民
所
有
へ
の
土
地
分

割
の
原
因
に
つ
い
て
、
第
五
章
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
人
民
革
命
が
ブ

ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
段
階
を
飛
越
え
て
、
直
ち
に
社
会
主
義
的
性
格
を

帯
び
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
同
の
共
産
主
義
者
ぽ
土
地
国
有
化
の
要
求

を
提
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
土
地
国
有
化
の
障
碍
と
な
る
経
済
的
原
国
は

農
民
的
土
地
所
有
の
存
在
で
あ
る
。
乙
の
農
民
的
土
地
所
有
の
一
定
の
発

展
段
階
の
も
と
で
土
地
固
有
化
を
要
求
す
る
こ
と
は
労
働
者
階
級
に
と
っ

九



社
会
全
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

て
自
殺
行
為
で
あ
る
。
何
故
な
ら
農
民
階
級
は
土
地
国
有
化
を
か
れ
ら
に

対
す
る
敵
対
的
行
為
と
し
て
理
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ

リ
カ
の
共
産
党
は
土
地
図
有
化
要
求
を
出
し
て
い
な
い
。
人
民
民
主
主
義

諮
問
一
で
も
「
そ
れ
ら
の
国
は
社
会
主
義
建
設
の
途
に
立
上
る
ま
で
、
土
地

関
係
に
お
け
る
私
的
所
有
制
度
が
強
力
に
発
展

L
て
い
た
。
帝
政
ロ
シ
ヤ

に
あ
っ
た
よ
う
な
土
地
関
係
の
錯
綜
を
他
の
社
会
主
義
諸
国
の
一
国
も
知

ら
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化
説
求
は
、
地
主
の
土
地
の
掠
奪

を
め
ぐ
る
斗
争
か
ら
一
勤
労
農
民
の
注
意
を
そ
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
農
業
綱
領
の
も
と
で
は
労
働
者
階
級
は
農
民
階
級
と
い
う
同
盟
者
を

失
う
で
あ
ろ
う
し
、
人
民
革
命
は
あ
る
い
は
失
敗
す
る
か
、
あ
る
い
は
大

き
な
紛
糾
と
勝
利
へ
の
小
さ
な
チ
ャ
ン
ス
と
を
も
っ
て
経
過
し
た
で
あ
ろ

う
」
(
九
二
頁
)
。
中
国
で
も

A
各
耕
作
者
に
自
分
の
畑
を

V
と
い
う
標
語

が
実
行
さ
れ
た
。

「
レ
l
ニ
ン
は
、
す
べ
て
の
土
地
の
一
国
有
化
は
分
割
よ
り
一
一
層
厳
し
く

困
難
な
手
段
で
あ
り
、
土
地
国
有
化
は
一
定
の
政
治
的
条
件
を
必
要
と
し
、

も
し
農
民
階
級
が
自
分
の
土
地
を
も
含
む
土
地
の
国
有
化
を
採
用
す
べ
き

か
否
か
に
少
し
で
も
疑
念
を
も
っ
た
ら
ば
、
分
割
に
進
む
必
要
が
あ
る
こ

と
を
教
え
た
。
肝
要
な
の
は
、
労
働
者
階
級
が
確
実
な
強
固
な
同
盟
者
と

し
て
農
民
階
級
を
自
分
の
味
方
と
し
、
こ
の
向
盟
に
お
い
て
そ
の
指
導
的

役
割
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
九
九
頁
)
O

現
立
の
条
件
で
は
、
地
球
上
の
ど
の
一
日
同
に
お
い
て
も
〈
帝
国
主
義

国
、
植
民
地
図
あ
る
い
は
従
属
国
、
植
民
主
義
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た

国
々
の
ど
こ
で
も
)
、
共
産
党
や
労
働
者
党
は
そ
の
農
業
綱
領
の
中
心
点

。

と
し
て
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
要
求
を
前
面
に
出
し
て
い
な
い
。
そ
し

て
十
中
八
九
ま
で
確
実
に
、
世
界
の
共
産
主
義
運
動
の
歴
史
上
、
ソ
連
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
支
配
の
確
立
期
に
農
民
の
土
地
を
も
含
む
す
べ
て

の
土
地
が
八
九
人
民
の
所
有
に
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
国
家
の
所
有
に
変
っ

た

l
l地
主
の
土
地
と
そ
の
農
具
の
没
収
の
基
礎
の
う
え
で
の
地
主
階
級

の
同
持
的
解
消
の
も
と
で
唯
一
の
国
で
あ
る
o

同
様
に
資
本
制
的
発

展
の
道
を
通
ら
な
い
す
べ
て
の
一
回
の
う
ち
、
モ
ン
ゴ
l
ル
は
人
民
革
命
の

過
程
で
ソ
連
の
援
助
の
も
と
に
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
合
}
実
施
し
た
唯

一
の
国
で
あ
る
。
歴
史
は
常
に
、
ロ
シ
ヤ
で
の
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化

を
、
ロ
シ
ヤ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び
勤
労
農
民
階
級
の
偉
大
な
革

命
的
事
業
と
し
て
、
農
業
問
題
解
決
の
最
上
の
完
全
な
手
本
と
し
て
、
社

会
主
義
革
命
後
の
も
っ
と
も
困
難
な
課
懸

i
1
2
ル
ホ
l
ズ
制
度
の
創

設
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
国
の
勤
労
農
民
に
と
っ
て
、
貧
図
か
ら
抗
け
出

し
、
営
農
へ
の
隷
従
か
ら
免
れ
、
豊
富
な
物
質
的
富
を
創
造
す
る
運
動
を

保
障
す
る
制
度
で
あ
る

l
lの
成
功
的
解
決
を
保
障
す
る
革
命
的
手
段
と

し
て
、
評
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
国
際
条
件
で
は
、
農
村
の
社
会
主

義
的
再
編
成
な
容
易
に
す
る
手
段
と
し
て
の
土
地
国
有
化
は
、
こ
の
課
題

の
遂
行
の
た
め
に
歴
史
は
あ
ま
り
に
も
短
い
期
間
同
を
ロ
シ
ヤ
に
割
当
て
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
故
に
、
決
定
的
意
義
を
も
っ
た
。
ソ
連
に
お
け
る
社

会
主
義
の
勝
利
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
創
設
の
経
験
、
お
よ
び
ソ
連
の
援
助

は
、
他
の
諸
国
に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化
に
頗
ら
ず
、
私
的

農
民
的
土
地
所
有
の
存
在
の
も
と
で
個
人
的
農
民
的
経
営
の
社
会
主
義
的

改
革
を
実
施
す
る
十
分
な
可
能
性
を
生
ん
だ
。



労
働
す
階
級
独
裁
期
に
お
け
る
社
会
主
義
農
業
制
度
の
本
質
お
よ
び
形

成
に
つ
い
て
第
六
章
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
所
有
対
象
と
し
て
の
土
地
が
全
人
民
的
所
有
で
あ
り
、
経
人
口
日
対
象
と

し
て
の
土
地
が
向
立
的
・
私
的
生
産
者
の
手
中
に
あ
る
よ
う
な
農
業
制
度

は
過
渡
的
農
業
制
度
で
あ
る
。
過
渡
的
農
業
制
度
は
資
本
主
義
か
ら
社
会

主
義
へ
の
過
渡
期
の
全
経
済
構
造
の
‘
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
過
渡
的
社
会

制
度

i
iそ
こ
で
は
社
会
主
義
的
ウ
ク
ラ
l
ド
が
指
導
的
役
割
を
も
ち
、

資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
敵
対
的
矛
盾
が
そ
れ
に
固
有
で
あ
る
|
|
の

袴
成
分
子
で
あ
る
」
三
つ
四
頁
)

O

要
村
の
社
会
主
義
的
改
造
に
応
じ
て
、
社
会
主
義
農
業
制
度
が
構
成
さ

れ
る
。
ソ
連
農
村
で
の
社
会
主
義
の
勝
利
は
全
農
業
経
済
に
お
け
る
社
会

主
義
農
業
制
度
。
創
設
と
な
っ
た
。
モ
ン
ゴ

i
ル
で
は
全
農
業
経
済
で
社

会
主
義
農
業
制
度
は
一
九
五
九
年
に
成
立
し
た
。
人
民
民
主
主
義
諸
国

(
モ
ン
ゴ
!
ル
を
除
く
)
で
は
種
々
の
土
地
所
有
形
態
の
運
命
は
到
の
事

情
に
あ
る
。
ア
ル
バ
ニ
ヤ
、
ブ
ル
ガ
リ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ャ
、
ド
イ
ツ
、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
朝
鮮
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
l
マ
ニ
ヤ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
7

キ
ヤ
で
は
、
地
主
の
土
地
の
農
民
所
有
へ
の
分
割
の
結
果
、
い
く
つ

か
の
土
地
所
有
形
態
が
規
定
さ
れ
た
Q

す
な
わ
ち
、

a
全
人
民
的
土
地
所

有
形
態
、
そ
の
対
象
は
森
林
、
河
川
、
地
層
、
未
開
墾
地
お
よ
び
耕
地
の

小
部
分
で
あ
る
、

b
小
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
形
態
、
そ
の
対
象
は
、
革
命

以
前
に
は
農
地
の
極
め
て
小
部
分
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
圧
倒
的

大
部
分
で
あ
る
、

C

富
農
的
土
地
所
有
形
態
、
そ
の
対
象
は
革
命
前
の
時

期
と
く
ら
べ
て
農
地
の
極
め
て
小
部
分
で
あ
る
。
「
農
村
の
社
会
主
義
的

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

再
編
成
の
過
程
で
は
、
一
国
に
お
い
て
も
自
立
的
・
農
民
的
土
地
所
有
は

全
人
民
的
所
有
に
移
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
一
つ
の
新
し
い
土
地
所
有
形
態

l
l
j協
同
組
合
的
・
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
土
地
所
有
形
態
が
形
成
さ
れ
る
。
一

方
で
の
ソ
速
や
モ
ン
ゴ
i
ル
で
の
社
会
主
義
農
業
制
度
の
形
成
過
程
と
、

他
方
で
の
社
会
主
義
陣
蛍
の
他
の
諸
国
と
の
間
の
相
異
は
、
ソ
連
や
モ
ン

ゴ
ー
ル
で
は
ブ
ル
シ
ョ
ア
的
・
個
人
的
経
営
制
度
の
も
と
に
早
く
か
ら
未

来
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
の
土
台
が
据
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
生
産
協
同
組
合

化
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
一
方
社
会
主
義
陣
営
の
他
の
諸
国
で
は
、
反
対

に
ま
ず
生
産
協
同
組
合
化
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は

私
的
勤
労
経
営
の
対
象
と
し
て
の
土
地
は
最
初
か
ら
社
会
主
義
的
経
営
の

対
象
に
変
り
、
そ
れ
か
ら
土
地
経
蛍
制
度
の
土
台
そ
の
も
の
が
改
革
さ
れ

る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
o

ソ
速
や
モ
ン
ゴ
ー
ル
で
は
、
農
民
は
最
初
か

ら
私
的
所
有
の
対
象
と
し
て
の
土
地
に
対
す
る
信
奉
か
ら
解
放
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
上
土
地
を
耕
作
す
る
労
働
用
具
の
私
的
所
有
に
対
す
る
信
奉
か

ら
も
解
放
さ
れ
て
い
た
が
、
社
会
主
義
陣
営
の
他
の
諸
国
で
は
、
農
民
の

圧
倒
的
大
多
数
に
か
ん
し
て
こ
の
解
放
は
逆
の
順
序
で
行
な
わ
れ
た
し
、

行
な
わ
れ
て
い
る
」
(
一

O
四
|
五
頁
)
。

人
民
民
主
主
義
諸
国
の
闘
で
も
や
は
り
農
業
制
度
の
形
成
に
相
異
が
あ

る
。
中
園
と
朝
鮮
で
は
土
台
の
改
革
は
基
本
的
に
半
社
会
主
義
的
協
同
組

合
の
社
会
主
義
的
協
同
組
合
へ
の
再
編
成
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
。
一
方

(

1

)

 

ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の
勤
労
協
同
土
地
経
蛍
〈
T
K
3
X
)
、
地
代
を
存
続
し
て

(日
)

(

3

)

い
る
ル
l
マ
ニ
ヤ
の
協
同
組
合
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
ド
イ
ツ
の
協
同
組
合

で
は
、
こ
れ
ら
の
協
同
組
合
は
み
な
社
会
主
義
的
協
同
組
合
で
あ
る
(
何

一



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

故
な
ら
そ
こ
で
は
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
助
け
に

よ
っ
て
土
地
が
耕
作
さ
れ
る
労
働
用
具
も
社
会
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
)
に
も
か
か
わ
ら
、
す
、
し
か
し
当
分
の
閉
そ
こ
で
は
新
し
い
社
会
主
義

調
度
に
国
有
の
も
の
で
は
な
い
、
古
い
土
台
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
「
農

業
生
産
協
同
組
合
に
お
い
て
、
組
合
員
の
土
地
は
既
に
社
会
主
義
的
経
営

の
対
象
と
な
っ
た
が
、
組
合
員
が
当
分
の
問
私
的
土
地
所
ふ
何
者
と
し
て
と

ど
ま
る
限
り
、
農
業
制
度
は
ま
だ
完
全
に
社
会
主
荻
的
農
業
制
度
で
は
な

い
」
(
一

C
六
頁
)
O

こ
の
農
業
制
度
は
、
半
社
会
主
義
的
協
同
組
合
(
初

(
A
T
)
 

級
協
同
級
合
、
す
な
わ
ち
中
国
の
下
級
タ
イ
プ
の
協
同
組
合
、
朝
鮮
の
第

(
5〕

手
↓
形
態
の
協
同
組
合
、
ド
イ
ツ
の
第
一
一
戸

f
7
の
協
同
組
合
、
チ
ェ
コ
の

第
一
、
第
二
タ
イ
プ
の
協
同
組
合
、
ル

1
7
ニ
ヤ
の
土
地
共
同
耕
作
組

ム
己
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
土
地
所
得
を
協
同
組
合
員
に
支
払
い
続
け

て
い
る
が
、
そ
の
本
質
に
か
ん
し
て
既
に
社
会
宇
一
義
的
で
あ
る
多
く
の
国

々
の
協
同
組
合
(
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の

T
K
3
X
、
ト
イ
ツ
の
第
三
タ
イ
プ
の

協
同
組
合
、
ル

l
マ
ニ
ヤ
の
地
代
を
存
続
し
て
い
る
農
業
生
産
協
同
組

合
、
チ
ェ
コ
の
第
三
タ
イ
プ
の

E
C
X
K
J
に
お
い
て
も
、
ま
だ
完
全
に

に
ふ
耳
主
義
的
で
は
な
い
c

f
l
)

プ
ル
'
ガ
リ
ヤ
と
ア
ル
バ
=
J
で
は
、
同
庁
肉
親
合
は
た
た
一
う
の
形
態
で
存

在
す
る
。
プ
片
ガ
リ
ヤ
で
は
そ
れ
は
勤
労
協
同
土
地
経
営
と
呼
ば
れ
、
ア
ル
'
パ

=
ヤ
で
は
農
業
生
産
協
同
組
合
と
呼
ば
れ
る
。

(
2
)

ル
l

マ
一
一
ヤ
で
は
労
働
と
土
地
だ
け
が
社
会
化
さ
れ
た
協
同
組
合
は
土
地

共
同
耕
作
組
合
(
吋
。
u
E
)

と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
他
の
労
働
用
具
も
社
会
化

さ
れ
た
協
同
組
合
は
コ
戸
ホ
1
ズ
と
呼
ば
れ
る
。
コ
戸
ホ
1
ズ
員
に
土
地
所
得

一一

の
支
払
を
し
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
地
代
を
維
持
し
て
い
る
協
同
組
合
あ
る
い

は
特
別
の
種
類
の
協
同
組
合
と
呼
ば
れ
る
。

(
3
)

ド
イ
ツ
で
は
協
同
組
合
の
建
設
は
士
一
つ
の
F
イ
プ
の
農
業
生
産
協
同
組
合

(
c
x
H
K
)

の
形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

I
タ
イ
プ
の

C
X
H
K
は
耕
地

が
社
会
化
さ
れ
て
い
る
協
同
組
合
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
形
態
は
協
同
組
合
運

動
の
最
初
の
段
階
で
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
既
に
一
九
五
四
年
か
ら
、

E

E
タ
イ
プ
の
協
同
組
台
が
優
勢
に
な
り
始
め
て
い
る
。

E
タ
イ
プ
の

C
X
H
K

で
は
耕
地
の
ほ
か
に
農
業
機
械
、
農
業
用
具
お
よ
び
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
役
畜

が
社
会
化
さ
れ
て
お
り
、

E
F
イ
プ
の
協
同
組
合
で
は
E
F
イ
プ
の
協
同
組
合

と
は
異
な
り
、
一
回
玄
問
、
生
産
南
荻
窪
、
牧
場
、
森
林
地
も
社
会
化
さ
れ
て
い

る。

(
4
)

中
国
で
は
労
働
と
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
が
社
会
化
さ
れ
て
い
る
協
同

組
合
は
初
級
協
同
組
合
あ
る
い
は
半
社
会
主
義
的
協
同
組
合
あ
る
い
ほ
下
級
F

イ
プ
の
協
同
組
合
と
呼
ば
れ
る
o

土
地
を
耕
作
す
る
労
働
用
具
も
社
会
化
さ
れ

て
い
る
協
同
組
合
は
高
級
タ
イ
プ
の
協
同
組
合
あ
る
い
は
社
会
主
義
的
協
同
組

合
と
呼
ば
れ
る
。

(
5
)

朝
鮮
で
は
相
互
ぽ
扶
助
グ
戸
1
プ
は
I
形
態
の
協
同
組
合
と
呼
ば
れ
、
労
働

と
経
常
対
象
と
し
て
の
上
池
が
村
会
化
さ
れ
て
い
る
協
同
組
合
は

E
形
態
の
協

一
円
組
合
、
土
地
か
耕
作
さ
れ
る
労
働
胤
具
も
社
会
化
さ
れ
て
い
る
協
同
組
合
は

E
形
態
の
間
同
組
合
と
呼
ば
れ
る
c

(
6
)

チ
エ
コ
で
は
統
一
農
業
協
同
総
合

(
E
C
X
K
)
の
四
つ
の
タ
イ
プ
が
存

在
す
る
。
最
初
の
三
つ
の

F
イ
プ
は
労
働
、
土
地
利
用
、
生
産
手
段
の
社
会
化

に
か
ん
し
て
異
な
っ
て
お
り
、
ー
、

E
タ
イ
プ
は
半
社
会
主
義
的
で
あ
り
、

E

タ
イ
プ
は
社
会
主
義
的
で
あ
る
。

E
C
X
K
の
W
タ
イ
プ
は
土
地
所
得
が
行
な

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
の
み

E
タ
イ
プ
と
異
な
る
。



「
か
く
し
て
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
は
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義

へ
の
過
渡
期
に
あ
ら
ゆ
る
農
業
制
度
|
|
社
会
主
義
的
農
業
制
度
(
ゴ
ス

ホ
i
ズ
)
、
不
完
全
な
社
会
主
義
的
農
業
制
度
(
土
地
報
酬
を
も
っ
協

同
組
合
)
、
小
勤
労
農
民
的
農
業
制
度
、
富
農
的
農
業
制
度
ー
ー
が
含
ま

れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
農
業
制
度
は
過
渡
期
の
全
経
済
構
造
の
構
成
分
子

で
あ
る
。
:
:
:
多
機
構
経
済
の
社
会
主
義
的
単
一
機
構
経
済
へ
の
、
す
な

わ
ち
社
会
主
義
段
階
へ
の
再
編
成
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
農
業
制
度
の
概

念
と
社
会
主
義
的
農
業
制
度
概
念
と
の
相
異
は
、
す
べ
て
の
農
業
制
度
が

社
会
主
義
的
農
業
制
度
に
再
編
成
さ
れ
る
が
故
に
消
滅
す
る
」
〈
一

O
七

貰
)
。
中
園
、
朝
鮮
、
ブ
ル
ガ
リ
ャ
、
チ
エ
コ
お
よ
び
ア
ル
バ
ニ
ヤ
で
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
業
制
度
が
既
に
完
全
に
社
会
主
義
農
業
制
度
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
協
同
組
合
制
度
が
勝
利
を
収
め
、
そ
れ
に
適

応
し
た
土
台
|
|
社
会
主
義
的
土
地
所
有
の
協
同
組
合
的
形
態
ー
ー
が
据

え
ら
れ
た
。
「
ソ
速
や
そ
ン
ゴ

I
ル
で
は
全
人
民
的
土
地
所
有
形
態
が
農

業
に
お
け
る
社
会
的
制
度
の
土
台
で
あ
る
。
人
民
民
主
主
義
国
(
モ
ン
ゴ

ー
ル
を
除
く
)
で
は
、
二
つ
の
土
地
所
有
形
態
|
|
全
人
民
的
と
協
同
組

合
的
ー
ー
ー
が
こ
の
土
台
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
際
は
ソ
ヴ
ェ
ト
的
と
人

民
民
主
主
義
的
と
い
う
社
会
主
義
農
業
制
度
の
二
つ
の
変
種
を
生
み
出
し

た
。
社
会
主
義
的
制
度
の
二
つ
の
変
種
は
、
封
建
遺
制
と
地
主
階
級
の
解

消
を
実
現
す
る
こ
つ
の
方
法
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
土
地
の
固
有
化
と
農

民
所
有
へ
の
土
地
分
割
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
社
会
主
義
的
農
業
制
度
の
二
つ
の
変
種
は
形
態
に
か
ん
し
て
の
み
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
一
つ
で
あ
り
、
社
会
主
義
的
で
あ

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

る
」
(
一

O
八
|
九
頁
)
。

「
社
会
主
義
的
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
協
同
組
合
に
よ
る
領
有
は

社
会
主
義
的
農
業
制
度
範
鴎
に
表
現
さ
れ
る
人
間
の
特
殊
の
生
産
関
係
で

あ
る
。
:
:
:
も
し
封
建
的
農
業
制
度
や
資
本
主
義
的
農
業
制
度
に
と
っ
て

必
然
的
な
条
件
が
土
地
所
有
の
土
地
経
営
か
ら
の
分
離
で
あ
る
と
す
れ

ば
.
社
会
主
義
的
農
業
制
度
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条
件
は
、
社
会

主
義
的
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
が
全
社
会
の
手
中
に
で
な
く
、
農
民
集

団
の
手
中
に
あ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
土
地
所
有
が
土
地
経
営
か
ら
分

離
し
て
い
る
か
否
か
、
こ
れ
は
社
会
主
義
農
業
制
度
範
鴫
の
必
然
性
で
は

な
く
、
そ
の
二
つ
の
変
種
を
規
定
す
る
。
社
会
主
義
的
農
業
制
度
の
ソ
ヴ

ェ
ト
的
変
種
の
場
合
、
国
営
農
企
業
で
は
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
は
土

地
所
有
者
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
が
、
一
方
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
こ
の
分
離

が
存
在
す
る
。
社
会
主
義
的
農
業
組
織
の
人
民
民
主
主
義
的
変
種
の
場
合
、

経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
は
、
ゴ
ス
ホ
l
ズ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
協
同

組
合
に
お
い
て
も
土
地
所
有
者
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
」
(
一

O
九
l
一
O

頁)。次
に
「
社
会
主
義
的
農
業
制
度
の
条
件
で
は
地
代
は
い
か
な
る
性
格
と

形
態
を
も
つ
か
」
「
社
会
主
義
革
命
の
結
果
、
資
本
主
義
の
も
と
で
存
在

す
る
地
代
形
態
の
運
命
は
ど
う
な
る
か
」
〈
一
一

O
頁
)
を
み
よ
う
。
「

土
地
国
有
化
は
絶
対
地
代
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
人
民
民
主
主
義
諸
国

で
行
な
わ
れ
た
農
民
所
有
へ
の
土
地
分
割
は
絶
対
地
代
を
廃
止
す
る
か
?

ソ
ヴ
ェ
ト
で
も
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
も
経
済
学
者
の
聞
に
は
こ
の
問
題

に
つ
い
て
の
統
一
的
見
解
が
ま
だ
な
い
」
〈
同
上
)
。
こ
の
問
題
に
解
答
を

一一一一



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

与
え
る
よ
り
前
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l

ニ
ン
主
義
は
絶
対
地
代
を
ど
の
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
簡
単
に
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
絶
対
地
代
の
物
質
的
基
礎
は
生
産
物
の
一
般
的
生
康
価
格
以
上
の
社

会
的
価
値
の
剰
余
で
あ
る
。
こ
の
上
う
な
種
類
の
剰
余
(
超
過
利
潤
)
は

生
産
価
格
法
則
が
作
用
し
て
い
る
資
本
制
的
生
産
に
お
い
て
の
み
形
成
さ

れ
る
。
そ
の
上
こ
の
よ
う
な
剰
余
(
絶
対
地
代
の
物
質
的
基
礎
)
は
あ
ら

ゆ
る
資
本
制
的
生
産
に
お
い
て
で
は
な
く
、
土
地
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の

所
有
で
は
な
く
、
土
地
を
資
本
家
・
企
業
家
に
賃
貸
し
て
い
る
大
土
地
所

有
者
(
地
主
、
資
本
家
)
の
所
有
で
あ
る
と
こ
ろ
で
の
み
形
成
さ
れ
る
。

十
な
わ
ち
私
的
大
土
地
所
有
が
絶
対
地
代
を
つ
く
り
だ
す
、
何
故
な
ら
そ

れ
は
、
農
業
の
剰
余
価
値
(
そ
れ
は
資
本
単
位
あ
た
り
農
業
で
は
工
業
で

よ
り
も
上
り
多
く
つ
く
り
だ
さ
れ
る
)
の
平
均
利
潤
へ
の
均
等
化
へ
の
参

加
巳
と
っ
て
の
障
碍
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
絶
対
地
代
は
剰
余
価
値

の
一
部
の
転
化
し
た
形
態
で
あ
り
、
こ
の
範
隠
は
必
然
的
に
三
つ
の
階

級

l
l封
建
領
主
(
地
主
、
大
地
主
、
領
主
そ
の
他
)
、
資
本
家
・
貸
借

入
、
賃
労
働
者
の
関
係
を
現
わ
す
。

し
か
し
小
農
民
的
土
地
所
有
は
資
本
主
義
国
に
お
い
で
さ
え
も
絶
対
地

代
を
つ
〈
り
だ
さ
な
い
。
分
割
地
で
は
絶
対
地
代
の
形
態
を
と
る
割
余
は

形
成
さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
小
農
民
的
勤
労
経
営
で
ほ
ん
勺
産
価
格
法
則
は

作
用
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
絶
対
地
代
の
物
質
的
基
礎
ば
勤

労
農
民
経
営
で
は
形
成
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
も
し
価
値
か
ら
生
産
価
格
を

差
引
い
た
も
の
で
あ
る
超
過
利
潤
が
形
成
き
、
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
科
学
で
絶
対
地
代
の
名
称
を
受
け
と
っ
た
、
非
本
質
的
基
礎
に

四

か
ん
す
る
特
別
の
生
産
関
係
も
同
様
に
形
成
さ
れ
え
な
い
Q

し
か
し
も
し

こ
の
よ
う
な
物
質
的
基
礎
の
形
成
が
農
民
的
経
営
で
生
じ
た
と
し
て
も
、

農
民
的
分
割
地
所
有
は
ζ

の
物
質
的
基
礎
の
平
均
利
潤
の
均
等
化
へ
の
参

加
を
妨
げ
る
障
碍
と
な
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

人
民
民
主
主
義
諸
国
で
は
社
会
主
義
的
生
産
方
法
の
発
生
と
と
も
に
生

産
価
格
法
則
は
一
般
に
力
を
失
っ
た
。
そ
れ
故
一
般
的
生
産
価
格
以
上
の

剰
余
は
勤
労
農
民
経
日
で
は
形
成
さ
れ
え
ず
、
富
農
経
営
臼
で
さ
え
も
形
成

さ
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
剰
余
の
な
い
こ
と
は
一
般
に
絶
対
地
代

の
形
成
を
排
除
す
る
。
絶
対
地
代
は
そ
れ
に
加
え
て
大
土
地
所
有
者
、
資

本
家
・
企
業
家
、
賃
労
働
者
の
聞
の
関
係
以
外
の
別
の
社
会
的
本
質
を
表

現
し
え
な
い
。
す
べ
て
の
人
民
民
主
主
義
諸
菌
に
お
い
て
絶
対
地
代
存
在

に
と
っ
て
の
経
済
的
土
壌
が
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

い
わ
ん
や
、
一
。
一
、
二
一
の
ソ
ヴ
ヱ
ト
経
済
学
者
の
、
人
民
民
主
主
義
国
で

協
同
総
合
員
が
土
地
出
資

ω
2
2
Z
E
g
z
に
対
し
て
受
け
と
る
所
得

は
絶
対
地
代
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
は
驚
き
の
念
を
惹
き
起
す
。
呆
し
て

半
社
会
主
義
的
企
業
(
中
国
の
初
級
協
同
組
合
、
朝
鮮
の
第
二
形
態
の
協

同
組
合
等
)
や
、
さ
ら
に
社
会
主
義
的
企
業
(
ブ
ル
ガ
ワ
ヤ
の

T
K
3
X

坐
さ
で
は
生
産
価
格
法
則
は
作
尉
し
て
い
る
か
?
果
し
て
協
同
組
合
員

(
当
分
の
院
協
同
組
合
で
耕
作
さ
れ
て
い
る
自
己
の
土
地
の
私
的
所
有
者

と
し
て
残
っ
て
い
る
)
が
土
地
出
資
に
対
し
て
受
け
と
る
所
得
は
生
産
価

格
以
上
の
剰
余
で
あ
ろ
う
か
?
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
人

民
民
主
主
義
諸
国
の
経
済
で
絶
対
地
代
の
存
在
に
つ
い
て
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。



人
民
畏
主
主
義
諮
問

ω協
同
組
合
一
て
へ
り
氾
対
地
代
の
支
持
者
が
絶
対
池

代
範
暗
唱
の
資
本
主
義
的
内
容
の
存
在
を
事
つ
と
に
一
日
い
て
い
な
い
ニ
ニ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
土
地
所
得
の
形
態
の
み
が
、
も
ち
ろ
ん
た
だ
資
本
主
義
の

も
と
で
と
は
別
の
社
会
的
内
容
を
も
っ
形
態
に
よ
る
絶
対
地
代
の
承
認
の

み
が
問
題
と
な
る
。
あ
る
人
は
土
地
明
得
は
絶
対
地
代
の
変
種
で
あ
る
と

一
一
=
ロ
い
、
他
の
人
は
ニ
ド
、
は
改
一
変
さ
れ
た
絶
対
地
代
で
あ
る
と
、
第
二
ふ
川
人

は
絶
対
的
勤
労
地
代
で
ゐ
る
と
、
第
四
の
人
は
絶
対
地
代
の
特
別
の
タ
/
t

7

で
あ
る
と
ι

一日ぅ。

し
か
し
生
産
価
格
以
上
の
価
値
の
剰
余
で
は
な
く
し
て
、
何
か
別
の
剰

余
、
剰
余
生
産
物
の
価
値
の
何
か
別
の
部
分
i
l
iそ
れ
は
価
値
か
ら
の
生

産
価
格
の
控
除
と
し
て
で
は
な
く
、
全
く
別
の
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
る

ー
ー
が
絶
対
地
代
形
態
た
り
う
る
か
、
絶
対
地
代
形
態
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
か
。
こ
の
問
題
に
は
否
定
的
解
答
の
み
が
与
え
ら
れ
う
る
。
戸
」
の
地

代
形
態
を
マ
ル
ク
ス
は
、
相
等
し
い
投
資
の
場
合
、
同
一
面
積
の
土
地
で

の
絶
対
地
代
は
、
土
地
男
度
の
等
級
、
単
位
面
積
収
穫
量
に
か
か
わ
り
な

く
、
同
一
の
大
き
さ
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
が
故
に
、
絶
対
地
代
と
名
づ
け

た
。
こ
の
穐
の
地
代
の
一
物
質
的
基
礎
は
、
経
営
条
件
の
相
対
的
に
最
優
等

の
地
域
で
も
、
相
対
的
に
最
劣
等
の
地
域
で
も
全
く
同
じ
大
き
さ
で
形
成
J

さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
土
地
所
得
は
、
第
一
に
一
定
の
客
観
的
大
き
さ
を
も

た
ず
、
第
会
一
に
土
地
所
得
の
大
き
さ
は
出
資
し
た
土
壌
の
質
に
直
接
に
関

係
す
る
。
そ
れ
故
形
態
自
体
の
観
点
か
ら
も
土
地
所
得
は
絶
対
地
代
で
は

な
し若
干
の
経
済
学
者
は
、
協
同
組
合
員
が
そ
の
出
資
し
た
土
地
の
私
的
所

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

有
者
と
い
う
権
利
で
土
地
所
得
を
受
げ
る
ミ
と
か
ら
、
ト
一
地
所
得
を
絶
対

地
代
ど
み
な
し
て
い
る
コ
し
か
し
ま
さ
に
資
本
主
義
の
も
と
で
こ
そ
大
土

地
所
有
者
は
土
地
所
有
者
の
権
利
で
三
つ
の
種
類
の
地
代
、
絶
対
地
代
、

差
額
地
代
、
独
占
地
代
を
収
奪
す
る
。
こ
の
権
利
の
上
に
か
れ
ら
は
農
民

的
食
糧
地
代
を
収
奪
す
る
。
V

]

の
権
利
の
上
に
か
れ
ら
は
労
働
者
の
労
賃

か
ら
の
防
除
、
土
地
に
投
下
さ
れ
た
へ
か
れ
ら
に
よ
っ
て
で
な
く
)
資
本

の
利
子
、
一
可
均
利
潤
か
ら
の
紳
控
除
を
収
奪
す
る
。
土
地
所
有
者
と
し
て
地

代
の
受
領
者
が
収
奪
す
る
す
べ
て
の
地
代
形
態
や
そ
の
他
の
所
得
の
う

ち
、
若
干
の
向
志
は
土
地
所
得
の
本
質
の
解
明
を
問
題
と
す
る
時
何
故
絶

対
地
代
形
態
を
好
ん
で
と
る
の
か
。

説
明
は
た
だ
一
つ
だ
け
あ
り
う
る
。
私
的
土
地
所
有
形
態
は
絶
対
地
代

を
生
む
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
命
題
は
、
か
れ
ら
に
よ
り
機
械
的
に
個
人
経

営
農
民
ー
か
れ
ら
が
そ
の
士
地
に
対
し
て
協
同
組
合
か
ら
士
地
所
得
を

受
け
と
る
時
ー
ー
に
も
移
さ
れ
て
い
る
。
勤
労
農
民
経
営
で
は
絶
対
地
代

は
形
成
さ
れ
な
い
。
し
か
し
社
会
主
義
的
協
同
組
合
に
入
っ
た
農
民
に
だ

け
は
、
絶
対
地
代
形
態
が
突
然
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
所
得
の
一
部
を
土
地

出
資
に
応
じ
て
か
れ
ら
の
間
に
分
配
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、

か
な
り
奇
妙
な
拍
写
が
み
ら
れ
る
。
こ
わ
は
み
な
全
く
新
し
い
経
済
的
現

象
を
古
い
経
済
的
形
態
の
一
つ
に
押
し
込
も
う
と
す
る
こ
と
か
ら
生
ず

る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
土
地
所
得
の
経
済
的
本
質
に
も
ど
り
、
地
代
的
性

格
は
一
般
に
土
地
所
得
に
固
有
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
自
己
の
見
解
を

述
べ
よ
う
。
こ
こ
で
は
ま
た
土
地
所
得
を
地
代
の
絶
対
的
形
態
と
し
て
考

え
る
た
め
の
外
部
的
理
由
さ
え
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
注
意
し
よ
う
」

二
三
五



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

(
一
一
一
1

四
真
)

O

独
占
地
代
も
絶
対
地
代
と
同
様
に
社
会
主
義
的
生
産
様
式
の
も
と
で
は

消
滅
す
る
。
で
は
差
額
地
代
の
運
命
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
詳

細
は
第
二
部
で
解
明
さ
れ
る
が
、
差
額
地
代
は
存
続
す
る
の
で
あ
る
。

差
額
地
代
の
存
在
は
「
社
会
主
義
的
農
業
制
度
左
い
う
科
学
的
概
念
が
完

全
に
合
法
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
の
、
も
う
一
つ
の
論
拠
で
あ
る
」
(
一

一六百(〉
0

さ
て
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
は
新
し
い
地
代
形
態
が
発
生
し
な
い

か
、
そ
こ
で
は
土
地
出
資
の
大
き
さ
に
応
じ
て
所
得
が
分
配
さ
れ
て
い
る

が
、
土
地
所
得
を
地
代
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
第
七
章
で
コ
ゾ
ド

エ
フ
は
こ
の
「
土
地
所
得
己

5
2
5
ω
2
b巾
」
の
経
済
的
本
質
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

土
地
に
よ
る
、
す
な
わ
ち
土
地
出
資
に
よ
る
所
得
の
一
部
の
分
配
制
民

〈
土
地
報
酬
口
出

2
2
E
2
8福
田
「
司
白
浜
誌
宮
内
〉
ぼ
最
初
に
ブ
ル
ガ

リ
ヤ
の
一
一

O
の
勤
労
協
同
土
地
経
営

(
T
k
d
X
〉
l
l
i
一
九
四
四
年

に
発
生
|
|
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
協
同
組
合
に
持
込
ま
れ
る
土
地

出
資
に
応
じ
て
の
所
得
の
一
部
の
分
配
は
新
た
に
創
設
さ
れ
た
す
べ
て
の

T
K
J
X
で
実
施
さ
れ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
で
は
一
定
期
間
、
一
定
の
額
の

土
地
所
得
を
受
け
と
ら
な
か
っ
た
協
同
組
合
員
は
一
人
も
な
か
っ
た
。
こ

の
国
で
は
個
人
的
消
費
に
あ
て
ら
れ
る
所
得
の
一
部
の
土
地
出
資
に
よ
る

分
配
は

T
K
3
X
の
拡
大
が
完
了
し
た
一
九
五
九
年
の
始
め
に
廃
止
さ
れ

た。
中
国
で
は
士
地
報
酬
は
す
べ
て
の
初
級
協
同
組
合
で
実
施
さ
れ
た
。

v
」

一一一二六

れ
ら
の
協
同
組
合
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
業
人
口
が
入
っ
て
い
た
の

で
、
土
地
所
得
を
約
一
億
二
千
万
の
家
族
が
受
け
と
っ
た
。
全
く
同
じ

こ
と
、
か
朝
鮮
の
第
二
形
態
の
協
同
組
合
(
あ
る
い
は
朝
鮮
の
農
民
が
呼

ん
で
い
る
よ
う
に
、
八
土
地

V
協
同
組
合
)
で
生
じ
た
。
こ
れ
ら
の
共
和

国
で
は
半
社
会
主
義
的
協
同
組
合
の
社
会
主
義
的
協
同
組
合
へ
の
再
編
成

は
通
常
土
地
報
酬
の
解
消
に
伴
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
で
は
土
地
所
得
を
三

つ
の
タ
イ
プ
の
す
べ
て
の
協
同
組
合
の
組
合
員
が
受
け
と
っ
て
い
る
。
し

か
し
よ
り
高
級
タ
イ
プ
の
協
同
組
合
で
は
土
地
所
得
の
額
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
差
異
を
も
っ
。
ル

l
マ
ニ
ヤ
で
は
土
地
所
得
は
特
別
加
の
種

類
の
協
同
組
合
で
一
九
五
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
始
め
た
。
一
九
五
八
年
二

月
一
日
に
は
こ
の
よ
う
な
協
同
門
組
合
は
わ
ず
か
二
一
瓦
で
あ
り
、
そ
れ
は

す
べ
て
の
形
態
の
協
同
組
合
の
一
%
以
下
で
あ
っ
た
。
ル

1
マ
ニ
ヤ
で
は

農
民
の
圧
倒
的
大
多
数
は
土
地
共
同
耕
作
組
合
か
ら
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
移
る

方
を
喜
び
、
土
地
所
得
は
一
般
に
実
施
し
て
い
な
い
。
土
地
所
得
ば
チ
エ

コ
の
コ
一
つ
の
タ
イ
プ
全
部
の
統
一
農
業
協
同
組
合
と
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
の
協
同

組
合
で
も
採
用
き
れ
て
い
る
。

一
土
地
所
得
額
の
決
定
に
さ
い
し
て
は
、
協
同
組
合
に
持
込
ま
れ
た
土

地
の
量
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
費
も
考
慮
さ
れ
る
。
:
:
:
ド
イ
ツ
の
協
同
組

合
で
は
土
地
出
資
は
三
つ
の
特
徴
、
土
地
の
量
、
土
地
の
賀
、
お
よ
び
土

擦
の
耕
作
状
態
に
よ
り
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
自
然
的
曲
一
一
旦
度
が
土
地
の
質
と

理
解
さ
れ
、
土
壌
の
経
済
的
豊
度
(
施
肥
、
土
地
改
良
の
仕
事
等
)
が
耕

作
状
態
と
解
釈
さ
れ
る
」
二
一
八
!
九
頁
)
。

「
入
教
育
と
研
究

V
誌ー
l
t
北
京
中
国
人
民
大
学
の
機
関
誌
ー
ー
ー
は
一



九
五
六

i
七
年
に
土
地
報
酬
の
経
済
的
本
質
の
解
明
の
た
め
に
そ
の
誌
上

で
討
論
を
行
な
っ
た
。
こ
の
討
論
の
過
程
で
も
、
同
じ
く
一
般
に
社
会
主

義
陣
営
諸
国
の
経
済
学
者
の
間
で
も
、
土
地
所
得
の
経
済
的
本
質
の
問
題

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
観
点
が
あ
っ
た
。

ω土
地
所
得
は
絶
対

地
代
(
勤
労
に
よ
る
、
あ
る
い
は
変
形
し
た
)
で
あ
る
、
凶
土
地
所
得
は

差
額
地
代
で
あ
る
、
叫
土
地
所
得
は
絶
対
地
代
と
差
額
地
代
を
一
緒
に
し

た
も
の
で
あ
る
、
凶
土
地
所
得
は
絶
対
地
代
プ
ラ
ス
差
額
地
代
プ
ラ
ス
土

地
に
投
下
さ
れ
た
資
金
と
労
働
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
」
(
一
一
一

o
i
一

頁〉
o

し
か
し
コ
ヅ
ド
エ
フ
は
第
五
の
観
点
を
も
っ
て
い
る
。

「
半
社
会
主
義
的
お
よ
び
社
会
主
義
的
協
同
組
合
に
お
け
る
土
地
所
得
は

新
し
い
経
済
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
範
鳴
を
そ
れ
が
あ
る
が
ま
ま
の

も
の
と
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
古
い
範
礁
に
合
わ

せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
的
必
要
が
こ
の
範
鴎
を
生

ぜ
し
め
た
の
か
、
そ
の
物
質
的
基
礎
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
源
泉

は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
グ
ル
ー
プ
の
相
互
関

係
を
現
わ
す
の
か
、
何
故
そ
れ
は
短
期
間
の
も
の
な
の
か
、
そ
の
本
質
は

ど
こ
に
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
後
に
、
土
地
報
酬

は
地
代
な
の
か
地
代
で
は
な
い
の
か
、
も
し
地
代
な
ら
そ
の
タ
イ
プ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
形
態
は
い
か
な
る
も
の
か
を
解
決
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
(
二
二
頁
)
。

「
土
地
所
得
は
絶
対
地
代
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
差
額
地
代
で
も
な

い
」
(
一
一
一
一
一
頁
ヨ
「
そ
の
土
地
を
社
会
化
し
た
農
民
が
、
同
等
の
大
き

さ
の
、
同
一
の
質
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
の
場
合

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所
得
の
一
部
を
土
地
出
資
に
よ
り
分
配
す
る
必
要
性
は
生

じ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
分
配
は
無
『
怠
味
で
あ
り
、
明
ら
か
に

不
適
当
で
あ
る
う
。
所
得
ば
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
間
で
労
働
日
に
応
じ
て
の

み
分
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
問
題
は
、
農
民
の
所
有
に
属
す
る
土

地
が
大
き
さ
と
質
に
関
し
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
、
土
地
に
は
相

異
な
ー
る
量
の
労
働
と
資
金
が
投
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
に
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
多
数
の
農
民
、
と
く
に
中
農
は
革
命
前
に
買
入
れ
た
土
地
に

対
し
て
は
非
常
に
高
く
支
払
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
協
同
組
合
。
単
一
の
土
地
量
に
、
よ
り
大
き
い
、
よ
り

優
等
な
土
地
(
出
資
)
を
持
込
ん
だ
人
の
利
益
を
圧
迫
し
な
い
た
め
に
、

と
れ
に
対
し
℃
か
れ
ら
に
何
ら
か
報
い
る
必
要
と
合
目
的
性
が
生
ず
る
。

現
実
は
、
土
地
出
資
に
応
じ
て
数
年
間
協
同
組
合
の
所
得
の
一
部
を
分
配

す
る
こ
と
が
、
こ
の
報
酬
の
も
っ
と
も
適
当
な
形
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
こ
の
形
態
は
簡
単
に
各
土
地
所
有
者
・
農
民
の
了
解
を
得
た
」
(
一
一
一

一
一
上
ニ
頁
)
。
「
土
地
所
得
は
土
地
に
投
資
さ
れ
た
も
の
の
買
上
げ
と
い
う

方
法
の
も
っ
と
も
弾
力
的
な
形
態
で
あ
る
」
(
一
一
一
一
一
頁
)
O

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
員
が
七
地
に
よ
っ
て
受
け
と
る
所
得
は
地
代
で

ば
な
く
て
、
土
地
に
投
下
き
れ
た
資
金
の
買
上
金
で
あ
る
o

わ
れ
わ
れ
の

課
題
は
こ
の
所
得
の
経
済
的
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
あ
。
「
土
地
所

得
は
そ
の
取
得
形
態
に
か
ん
し
て
の
み
地
代
で
あ
る
が
、
本
質
に
か
ん
し

て
は
地
代
的
性
格
は
土
地
所
得
に
固
有
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で

私
的
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
で
は
な
く
、
貧
農
が
中
廷
に
行
な
う
譲
歩

の
中
由
民
に
よ
る
実
現
、
よ
り
正
憾
に
は
中
曲
演
と
貧
農
と
の
政
治
的
提
携
の

イお



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

中
農
に
よ
る
経
済
的
実
現
を
問
題
に
し
て
い
る
。
所
得
支
払
の
地
代
的

形
態
は
こ
の
場
合
農
村
の
社
会
主
義
的
改
造
を
容
易
に
し
、
促
進
す
る
方

法
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
土
地
報
酬
の
源
泉
は
労
働
に
よ
ら
な
い
所

得
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
所
得
は
搾
取
関
係
で
は
な
く
、
同
盟
と

相
互
利
益
の
関
係
を
現
わ
す
」
(
一
一
一
八
頁
)
。
「
政
治
的
、
経
済
的
意
味

で
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
超
過
補
償
は
や
は
り
地
代

で
は
な
い
。
何
故
な
ら
そ
の
必
要
は
、
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
の
必
要

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
貧
農
と
中
農
の
同
盟
の
必
要
に
よ
る
か
ら
で
あ

る
」
(
一
一
一
一
一
頁
)
。

そ
れ
故
「
1
土
地
所
得
は
そ
の
経
済
的
本
質
に
か
ん
し
て
、
面
積
の
よ

り
大
き
い
、
質
の
よ
り
よ
い
土
地
に
、
そ
の
社
会
化
以
前
に
投
下
さ
れ
た

資
金
お
よ
び
労
働
の
差
等
の
報
酬
、
買
上
げ
、
補
償
で
あ
る
。

2
協
同
組
合
員
が
私
的
土
地
所
有
者
と
い
う
権
利
の
う
え
で
の
み
受
け

と
り
、
土
地
に
投
下
さ
れ
た
支
出
の
補
償
と
し
て
受
け
と
る
の
で
は
な
い

土
地
所
得
(
超
過
補
償
)
は
、
こ
の
超
過
補
償
が
不
労
所
得
で
あ
る
以
上

あ
る
意
味
で
地
代
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
所
得

受
領
の
地
代
形
態
の
み
を
問
題
に
す
る
、
何
故
な
ら
私
的
土
地
所
有
実
現

の
経
済
的
必
要
は
こ
の
場
合
発
生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

3
地
代
的
性
格
は
社
会
主
義
的
あ
る
い
は
半
社
会
主
義
的
協
同
組
合
の

土
地
報
酬
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
(
支
出
の
補
償
あ
る
い
は
超
過
補
償
〉
に
本

質
的
に
固
有
で
な
い
。

4
土
地
所
得
の
形
成
は
、
貧
農
と
中
農
の
相
互
利
益
、
貧
農
と
中
農
の

提
携
、
中
農
の
協
同
組
合
へ
の
加
入
を
刺
戟
す
る
必
要
に
よ
る
。
所
得
受

/I.. 

領
の
地
代
的
形
態
は
私
的
農
民
的
土
地
所
有
と
い
う
農
業
制
度
の
土
台
の

存
在
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
る
。

5
土
地
所
得
は
貧
農
と
中
農
と
の
摩
擦
と
対
立
を
生
ぜ
し
め
、
集
団
的

生
産
の
物
質
的
刺
戟
を
弱
め
る
。
協
同
組
合
へ
の
中
農
の
加
入
の
仕
事
の

上
で
の
そ
の
肯
定
的
役
割
の
遂
行
に
応
じ
て
土
地
所
得
は
廃
止
さ
れ
る
。

6
土
地
所
得
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
民
民
主
主
義
国
に
広
く
普
及
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
協
同
組
合
的
土
地
所
有
と
い
う
社
会
主

義
的
農
業
制
度
の
土
台
の
形
成
過
程
に
と
っ
て
さ
え
必
然
的
範
需
で
は
な

い
。
同
時
に
土
地
所
得
は
全
人
民
的
土
地
所
有
が
基
礎
で
あ
る
社
会
主
義

的
農
業
制
度
の
形
成
の
場
合
に
も
生
ず
る
。

か
く
し
て
、
社
会
主
義
的
農
業
制
度
創
設
の
過
程
は
、
二
つ
の
異
種
の

土
台
(
ソ
ヴ
ェ
ト
的
と
人
民
民
主
主
義
的
)
の
も
と
で
、
一
つ
の
新
し
い

地
代
形
態
を
も
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
差
額
地
代
と
い
う
比
較
的
に
古
い

地
代
形
態
は
ど
う
な
る
か
(
そ
の
社
会
的
・
経
済
的
本
質
と
そ
の
生
産
に

お
け
る
役
割
の
観
点
か
ら
)
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
こ
の
本
の
残
り
の
二

部
が
あ
て
ら
れ
る
」
(
一
三
七
|
八
頁
)
O

第
二
部
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
期
に
お
け
る
差
額
地
代
の
形
成
と

そ
の
分
配
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
第
八
章
で
は
差
額
地
代
の
物

質
的
基
礎
と
し
て
コ
ゾ
ド
エ
フ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
農
業
生
産
で
は
土

地
豊
度
と
土
地
の
位
置
の
差
異
と
い
う
自
然
的
基
礎
の
う
え
で
の
超
過
剰

余
生
産
物
、
所
得
の
創
造
は
、
労
働
生
産
力
に
お
け
る
相
対
的
に
よ
り
効
果

的
な
無
償
の
自
然
的
要
因
の
存
在
の
も
と
で
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
企
業

に
と
っ
て
の
固
定
的
な
経
済
的
現
象
で
あ
る
。
よ
り
有
利
な
経
済
的
土
地



豊
度
の
も
と
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
超
過
剰
余
生
産
物
も
こ
の
固
定
性
を
も

っ
て
い
る
。
農
業
生
産
に
お
け
る
超
過
剰
余
生
産
物
、
所
得
形
成
の
特
殊
性

は
ζ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
超
過
剰
余
生
産
物
、
所
得
が

差
額
地
代
の
物
質
的
甘
基
礎
を
形
成
す
る
」
(
一
四
一
一
貫
)
。
そ
し
て
差
額
地

代
の
第
一
形
態
と
第
二
形
態
、
お
よ
び
主
要
食
糧
農
康
物
と
よ
り
利
益
あ

る
農
産
物
の
収
益
性
の
差
か
ら
生
ず
る
発
額
時
代
の
「
根
源
的
」
お
よ
び

「
派
生
的
」
収
益
の
物
質
的
基
礎
に
つ
い
て
説
明
し
、
ま
た
差
額
地
代
の

物
質
的
基
礎
を
「
実
質
的
観
点
」
と
「
社
会
的
観
点
」
に
分
け
て
説
明
し

て
い
る
。

農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
経
済
地
域
の
算
術
平
均
的
支
出
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
と
い
う
若
干
の
経
済
学
者
の
見
解
を
批
判
し
、
相
対
的
に
最
劣

等
の
経
営
条
件
の
も
と
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
単
位
生
産
物
の
個
別
的
価
値

を
社
会
的
価
値
と
認
め
る
立
場
を
正
し
い
と
し
て
い
る
第
九
章
、
お
よ
び

超
過
所
得
が
何
故
差
額
地
代
形
態
を
と
る
か
に
つ
い
て
、
所
有
対
象
と
し

て
の
土
地
で
は
な
く
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
領
有
が
そ
の
原
因
で
あ

る
と
す
る
、
既
に
紹
介
し
た
見
解
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
て
い
る
第
十
章

に
つ
い
て
は
、
紹
介
は
省
略
す
る
。

次
に
第
十
二
阜
の
差
額
地
代
の
分
配
問
題
で
あ
る
が
、
コ
ゾ
ド
エ
ブ
は

ω固
有
化
と
は
地
代
を
国
家
に
引
渡
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
ソ
ル
リ
ヱ
ル

チ
ン
ス
カ
ヤ
そ
の
他
の
見
解
、
同
差
額
地
代
は
国
家
的
土
地
所
有
の
経
済

的
実
現
で
あ
る
と
す
る
パ
一
ア
ン
チ
ヴ
ァ
ド
ゼ
の
見
解
を
批
判
し
、
「
労
働
者

階
級
の
独
裁
期
に
は
国
家
と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
土
地
所
有
の
何
ら

か
の
形
態
は
経
済
的
に
実
現
さ
れ
た
い
」
〈
一
八
七
玄
〉
点
を
繰
返
し
強
調

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
差
傾
八
地
代

V
Iは
誰
の
手
に
入
る
べ
き
か
」

に
つ
い
て
は
、
「
個
人
農
や
協
同
組
合
に
差
額

A
地
代

V
ー
を
全
部
残
す

こ
と
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
物
質
的
基
礎
は
ま
さ
に
社
会
の
た

め
の
剰
余
で
あ
る
。
そ
れ
故
国
家
と
直
接
的
生
産
者
と
の
問
で
生
産
の
刺

戟
に
役
立
つ
よ
う
な
差
額
八
地
代

V
Iの
分
配
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
(
一
九
一
ニ
頁
)
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
4

差
額

A
地
代

V
Eは
誰
の

手
に
入
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
差
額

A
地
代

V
Eは
、
そ
れ
が
誌

の
労
働
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
か
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
同
様
に
社

会
の
た
め
の
超
過
所
得
で
あ
る
。
協
同
組
合
が
生
産
の
集
約
化
を
自
己
の

生
産
手
段
に
よ
っ
℃
の
み
行
な
う
場
合
に
も
、
差
額
八
地
代

V
Iの
一
部

は
や
は
り
国
家
の
手
に
入
る
べ
き
で
あ
る
」
〈
一
九
五
頁
)
と
し
て
い
る
。

第
十
二
章
で
コ
ゾ
ド
エ
フ
は
、
国
営
林
業
場
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
森

林
で
材
木
を
調
達
す
る
場
合
の
切
株
当
り
支
払
の
経
済
的
性
質
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
経
済
学
者
間
で
も
齢
議
が
続
け
ら
れ
て
い

る
「
国
営
農
業
企
業
や
採
取
産
業
の
国
営
企
業
に
差
額
地
代
は
あ
る
か
な

い
か
と
い
う
問
題
」
の
原
因
、
な
ら
び
に
「
差
額
地
代
の
物
質
的
基
礎
と

こ
の
物
質
的
基
礎
に
結
び
つ
い
て
い
る
人
間
の
牛
産
関
係
(
こ
れ
が
差
額

地
代
と
呼
ば
れ
る
も
の
)
と
の
同
一
視
の
容
認
し
が
た
い
こ
と
」
を
解
明

し
て
い
る
。

第
十
三
章
で
は
、
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
の
基
本
表
の
数
字
を
例
と

し
て
差
額
地
代
を
説
明
し
、
次
い
で
商
品
生
産
と
貨
幣
が
存
在
す
る
社
会

主
義
社
会
の
差
額
地
代
の
本
質
に
ふ
れ
る
。
こ
こ
で
の
か
れ
の
独
自
的
見

解
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
超
過
差
等
所
得
に
か
ん
す
る
社

九



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

会
主
義
国
家
と
農
民
と
の
間
の
生
産
関
係
は
、
地
代
関
係
で
は
な
〈
、
領

有
関
係
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
期
に
は
地
代
関

係
は
存
在
し
な
い
が
、
し
か
し
領
有
・
土
地
関
係
は
存
在
す
る

o
A差
額

地
代

V
と
い
う
名
称
は
入
農
民
的
領
有
・
土
地
差
等
所
得
若
巾
門
叶

E
z
i

n民
国
間

5
2
2
E
R
E
E
ω
2
E
r
-
-
}
L
=
宮

ω日由
C
Z
E
L
E
h
2
2
Vと
い
う
公

式
に
代
え
る
こ
と
が
科
学
的
に
適
当
で
あ
る
。
こ
の
公
式
は
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
期
に
は
、
科
学
的
に
入
差
額
地
代

V
と
い
う
雪
葉
で
示
さ
れ

る
生
産
関
係
の
本
質
を
よ
り
正
確
に
表
現
す
る
。

A
農
民
的
領
有
・
土
地

差
等
所
得

V
と
い
う
公
式
は
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に

も
社
会
主
義
の
段
階
に
も
、
差
等
超
過
所
得
に
か
ん
す
る
国
家
と
農
民
と

の
間
の
相
互
関
係
を
あ
ら
わ
す
」
(
二
二
回
一
貝
)
。
ソ
ヴ
ェ
ト
の
あ
る
経
済

学
者
は
入
差
額
地
代

V
と
い
う
公
式
を
八
差
等
所
得

V
と
い
う
公
式
に
代

え
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
差
等
所
得
は
生
産
関
係
で
は
な
い
。
「
社
会

主
義
の
生
産
関
係
組
織
に
は
地
代
関
係
は
存
在
し
な
い
、
し
か
し
領
有
・

土
地
関
係
は
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
本
書
で
八
差
額
地
代

V
と
い
う

一
般
に
適
用
し
て
い
る
名
称
を
存
続
し
た
(
た
だ
地
代
と
い
う
認
に
は
引

用
符
を
つ
け
て
)
。
何
故
な
ら
、
問
題
は
結
局
の
と
こ
ろ
名
称
に
で
は
な

く
、
こ
の
名
称
が
意
味
す
る
生
産
関
係
の
本
質
の
正
し
い
解
明
に
あ
る
か

ら
で
あ
る
」
つ
二
一
五
一
貝
)
O

農
業
生
産
の
刺
戟
お
よ
び
労
農
同
盟
の
強
化
と
い
う
点
で
の
八
地
代

V

関
係
の
役
割
を
取
扱
っ
て
い
る
第
三
部
で
は
、
「
超
過
所
得
の
一
部
を
そ

れ
が
っ
く
り
だ
さ
れ
た
経
営
に
残
す
機
構
は
国
家
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
運

四
0 

用
さ
れ
て
い
る
か
、
国
家
が
超
過
所
得
を
自
分
自
身
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の

間
に
分
配
す
る
比
率
は
ど
う
か
、
と
い
う
二
つ
の
主
要
な
問
題
が
考
慮
さ

れ
る
」
(
二
二
七
頁
)
。
こ
の
こ
と
の
理
解
の
た
め
に
、
「
農
産
物
の
価
格
形

成
と
超
過
所
得
の
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
間
で
の
分
配
機
構
」
を
扱
っ
て

い
る
十
四
章
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
価
格
形
成
は
、
何

よ
り
も
ま
ず
社
会
主
義
国
家
の
政
治
的
行
為
で
あ
り
、
価
格
形
成
政
策
は

も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
有
す
る
。
伺
志
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
一
九
五
八
年

一
月
十
七
日
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
総
会
の
報
告
で
、

A
ハ
き
さ
に
倣

格
問
題
の
解
決
に
こ
そ
、
わ
が
国
の
政
策
の
弾
力
性
を
最
高
度
に
発
揮
す

べ
き
で
あ
る

V
と
指
摘
し
た
」
(
二
二
九
頁
)
0

「
価
格
は
、
国
営
企
業
と

コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
の
社
会
的
本
質
の
統
一
を
確
保
す
る
、
そ
し
て
国
家
が

コ
ル
ホ
ー
ズ
酌
所
有
の
全
人
民
的
所
有
へ
の
漸
次
的
な
、
ま
す
ま
す
大
幅

の
接
近
を
め
ざ
し
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
に
影
響
を
与
え
る
横
粁
の
一
つ
で

あ
る
」
(
同
上
)
0

こ
の
場
合
「
価
値
法
則
が
価
格
形
成
の
土
台
の
構
成
分

子
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
(
二
一
ニ
C
貰
)

O

「
計
酒
的
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
は
生
産
価
格
(
生
産
費
プ
ラ
ス
平

均
利
潤
)
は
客
観
的
に
形
成
さ
れ
ず
、
そ
れ
放
生
産
価
格
は
社
会
主
義
国

家
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
価
格
形
成
の
基
礎
た
り
え
な
い
。
価
格
政
策
に
つ

い
て
も
、
生
産
価
格
原
則
の
適
用
は
同
様
に
起
り
え
な
い
。
生
産
価
格
原

則
、
す
な
わ
ち
機
能
生
産
フ
ォ
ン
ド
の
価
値
に
比
例
し
て
の
純
所
得
の
分

配
は
、
資
本
主
義
的
な
係
算
性
と
等
価
交
換
の
資
本
主
義
的
適
用
〈
同
等

の
資
本
に
同
等
の
利
潤
)
を
あ
ら
わ
す
。
剰
余
生
産
物
の
総
価
値
を
各
社

会
主
義
的
国
蛍
企
業
の
社
会
的
必
要
支
出
に
比
例
し
て
分
配
す
る
こ
と



は
、
な
ん
ら
の
必
然
性
も
な
く
、
明
ら
か
に
不
適
当
で
あ
る
。
何
故
な
ら

企
業
に
は
経
済
計
算
の
刺
戟
を
確
保
す
る
剰
余
生
産
物
の
価
格
部
分
。
み

を
残
す
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
ぞ
れ
放
す
べ
て
の
国
営
企
業
が
受

け
と
る
総
利
潤
は
、
そ
こ
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
剰
余
生
産
物
の
総
価
値
よ

り
も
著
し
く
小
さ
い
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
会
こ
で
つ
く
り
だ
さ

れ
た
剰
余
生
産
物
の
総
価
値
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
残
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ

う
、
そ
し
て
支
出
に
比
例
し
て
そ
れ
を
分
配
す
る
こ
と
は
均
等
化
を
意
味

し
、
よ
り
有
利
な
自
然
的
、
経
済
的
条
件
を
も
っ
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
優
越
を

完
全
に
失
う
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
も
ま
た
正
し
く
た
い
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
に

剰
余
生
産
物
の
価
値
の
必
妥
部
分
を
残
す
こ
と
は
、
価
値
か
ら
の
偶
格
の

議
離
お
よ
び
都
市
製
品
の
価
格
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
物
の
価
格
の
問
の
正

し
い
比
率
の
決
定
に
よ
り
、
十
分
に
達
成
さ
れ
る
。
一
部
分
こ
の
課
題
は

租
税
政
策
の
助
け
に
よ
っ
て
同
様
に
解
決
さ
れ
る
」
(
一
二
三
l
l
二
頁
)
C

「
価
格
は
あ
た
か
も
相
互
に
独
立
し
て
い
る
か
の
如
き
二
つ
の
物
質
的

基
礎
を
も
っ
。
一
つ
は
生
産
物
の
原
価
で
あ
り
、
他
は
剰
余
生
産
物
の
価

値
で
あ
る
」
(
一
二
三
一
蚕
)
C

「
し
か
し
剰
余
生
産
物
と
い
う
価
格
形
成
の
物

質
的
基
礎
は
、
よ
り
一
層
の
具
体
化
を
必
要
と
す
る
」
(
一
一
一
一
四

i
五
貞
)
。

そ
し
て
よ
り
具
体
的
表
現
と
し
て
剰
余
生
産
物
の
価
値
に
は
次
の
二
つ
の

部
分
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「

a
国
営
部
門
で

は
、
社
会
の
た
め
の
剰
余
生
産
物
の
価
値
と
社
会
の
た
め
の
超
過
剰
余
生

産
物
の
価
値
、

b
コ
ル
ホ
ー
ズ
部
門
で
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
た
め
の
剰
余

生
産
物
の
価
値
と
社
会
の
た
め
の
超
過
剰
余
生
産
物
。
価
値
」
(
二
三
五
主

で
あ
る
。

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
間
で
の
超
過
所
得
の
分
配
機
構
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
特
に
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、
菌
家
は

次
の
よ
う
に
行
動
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
相
対
的
に
劣
等
な
条
件
で
経
蛍
を

行
な
っ
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
個
別
的
価
値
に
基
づ
い
て
価
格
を
決
定
す

る
、
そ
し
て
国
家
の
子
中
に
入
る
べ
き
超
過
所
得
部
分
と
剰
余
坐
産
物

部
分
を
税
金
に
よ
り
受
け
と
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
次
の
よ
う
な
理
由

で
不
適
当
で
あ
る
。

a
各
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
単
位
生
産
物
の
価
値
が
個
別
的

に
計
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
計
算
方
法
も
研
究
さ
れ
て
い
な
い
、

b
コ

ル
ホ
ー
ズ
か
ら
の
所
得
税
が
累
進
原
則
に
よ
り
き
め
ら
れ
る
よ
ろ
に
な

り
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
大
き
く
好
結
果
を
あ
げ
れ
ば
あ
げ
る
ほ
ど
、
税
率
は

ま
ず
ま
ず
高
く
な
る
で
お
ろ
う
。
こ
の
場
合
租
税
体
系
は
あ
ら
ゆ
る
刺
戟

的
意
義
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
:
剰
余
生
産
物
と
超
過
剰
余
所
得
の
再
分

配
は
、
価
格
機
構
と
若
干
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
の
み
、
成
功
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、
国
家
は
超
過
差
額
剰
余
と

剰
余
生
産
物
を
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
売
渡
す
都
市
製
品
の
価
格
と
コ
ル
ホ
ー

ズ
か
ら
購
入
す
る
生
産
物
の
価
格
と
の
相
関
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
と
コ

ル
ホ
ー
ズ
と
の
問
で
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
う
」
(
二
三
七
頁
二

「
し
か
し
工
業
商
品
と
長
産
物
の
価
洛
聞
の
不
釣
合
に
よ
っ
て
、
コ
ル
ホ

ー
ズ
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
剰
余
生
産
物
と
超
過
所
得
の
正
し
い
分
配
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
場
合
各
コ

ル
ホ
ー
ズ
ご
と
に
調
達
価
格
を
差
別
す
る
の
み
な
ら
ず
、
各
自
ご
と
に
主

薬
商
品
の
販
売
価
格
を
同
様
に
差
別
し
て
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
う
え
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
コ
ル
ム

γ
ズ
員
は
そ
の
全
商
品
生
産
物

四



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

を
そ
の
広
で
の
み
実
現
し
、
工
業
商
品
も
や
は
り
一
定
の
庖
で
の
み
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
一
三
七

i
八
頁
)
。
そ
こ
で
こ
の
困
難
の
排
除

は
「
国
家
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
た
め
の
剰
余
生
産
物
の
価
値
の
一
部
を
受
け

と
る
こ
と
、
そ
し
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
超
過
所
得
部
分
を
残
す
こ
と
は
、

経
営
条
件
に
よ
る
価
格
の
差
別
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
一
定
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
の
価
値
の
河
一
と
の
結
合
と
い
う
、
価
格
機
構
の
特
質
に
よ
っ
て
達
成

せ
ら
れ
る
」
(
二
四
O
頁〉
O

コ
ゾ
ド
エ
フ
は
十
五
章
か
ら
十
八
章
に
か
け
て
、
一
九
五
八
年
の
M
T

C
の
改
組
以
前
の
調
達
政
策
、
つ
ま
り
国
家
が
義
務
納
入
、
国
荻
民
利
、

予
約
山
口
付
お
よ
び
租
税
制
度
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
超
過
所
得
を
コ
ル

ホ
ー
ズ
と
国
家
と
の
間
に
分
配
し
た
か
を
説
明

L
、
次
い
で
十
九
章
で
、

そ
れ
ま
で
の
方
策
で
は
「
生
産
的
刺
戟
1

一
が
不
十
分
と
な
り
、
こ
の
た
め

設
産
物
の
単
一
の
国
家
調
達
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
ど
の
よ
う
に
超
過
所
得
の
分
配
が
行
な
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
の

ち
、
二
十
輩
で
は
「

A
地
代

V
関
係
に
よ
り
惹
き
起
さ
れ
る
社
会
主
義
的

経
済
制
度
の
矛
盾
」
と
し
て
、
「

ωコ
ル
ホ
ー
ズ
伺
の
超
過
所
得
の
不
等

な
分
配
に
よ
り
惹
き
起
さ
れ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
間
の
矛
盾
ー
一
(
三
一
ニ

C
頁)、

「
ω
M
T
C
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
経
済
的
相
互
関
係
に
お
い
て
八
地
代

V

関
係
に
よ
り
惹
き
起
さ
れ
る
矛
盾
」
さ
一
一
一
二
頁
)
、
つ
ま
り
「
一
つ
の
土

地
に
二
人
の
主
人
が
存
在
す
る
し
た
め
の
矛
盾
、
「
同
八
地
代

V
関
係
と

労
働
に
よ
る
分
配
法
則
の
作
用
と
の
同
の
矛
盾
L

(

三
二
百
頁
〉
、
す
な
わ
ち

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
よ
る
超
過
所
得
の
一
部
の
取
得
は
労
働
に
よ
る
分
配

と
矛
盾
す
る
」
点
、
「
凶
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
の
全
人
民
的
所
有
と
の
接

四

近
に
お
け
る
《
地
代

V
関
係
の
役
割
」
(
三
回

O
頁
)
、
八
地
代

V
関
係
が

コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
の
全
人
民
的
所
有
へ
の
転
化
に
あ
た
っ
て
、
前
進
的

肯
定
的
役
割
を
果
す
と
い
う
点
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
本
善
は
「
結
び
」
と
し
て
次
の
間
題
、
す
な
わ
ち
「
協

同
組
合
的
土
地
所
有
は
全
人
民
的
土
地
所
有
に
転
形
す
る
で
あ
ろ
う
か
、

す
な
わ
も
社
会
主
義
的
農
業
制
度
め
七
合
の
人
民
民
主
主
義
的
変
径
は
全

竺
産
手
段
と
生
産
物
の
協
同
組
合
的
所
有
の
全
一
人
民
的
所
有
へ
の
転
形
以

前
に
消
滅
す
る
か
、
そ
し
て
協
同
組
合
的
所
有
の
全
人
民
的
所
有
と
の
接

近
の
完
或
と
と
も
に
、
社
会
主
義
的
農
業
制
度
は
い
が
な
る
運
命
を
も
っ

か
」
(
=
百
五
頁
)
と
い
う
問
題
を
取
上
げ
、
次
の
土
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
協
同
組
合
的
土
地
所
有
形
態
は
す
べ
て
の
士
地
の
国
有
化
の
客
観
的

必
要
を
排
除
し
な
い
。
協
同
組
合
的
土
地
所
有
は
農
民
的
私
的
土
地
所
有

と
将
来
の
す
べ
て
の
土
地
の
一
全
人
民
的
所
有
と
の
問
の
中
間
の
環
に
す
ぎ

な
い
。
:
:
:
そ
れ
は
広
汎
な
歴
史
的
計
画
に
お
け
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
、

個
人
的
・
民
民
的
経
営
制
度
、
，
ど
す
べ
て
の
土
地
で
の
全
人
民
的
社
会
的
生

産
形
態
と
の
間
の
中
閣
の
環
で
あ
る
」
(
三
四
五
l
六
支
)
。
っ
す
べ
て
の
土

地
の
函
有
化
は
、
そ
れ
が
農
民
階
級
を
土
地
へ
の
奴
隷
的
信
奉
か
ら
解
放

し
、
社
会
主
義
建
設
に
と
っ
て
の
最
大
の
可
能
性
を
つ
く
り
だ
す
か
ぎ
り
、

個
人
的
・
良
民
的
経
営
制
度
の
協
同
組
合
的
、
社
会
主
義
的
経
営
制
度
へ

の
再
編
成
に
と
っ
て
本
質
的
怠
義
を
も
っ
。
も
し
こ
の
社
会
的
再
編
成
が

す
べ
て
の
土
地
の
悶
有
化
な
し
に
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
(
中
園
、
朝
鮮
、

グ
ェ
ト
ナ
ム
、
チ
ェ
コ
、
ア
ル
パ
ニ
ヤ
に
お
け
る
如
く
て
協
同
組
合
制

度
創
設
後
の
す
べ
て
の
土
地
の
国
有
化
は
、
協
同
組
合
制
度
の
よ
り
一
一
層



の
発
肢
と
強
化
の
観
点
か
ら
、
本
質
的
意
義
を
も
た
な
い
。
何
故
な
ら
、

第
一
に
、
土
地
の
協
同
組
合
の
所
有
へ
の
移
行
と
と
も
に
農
民
は
既
に
土

地
の
奴
隷
的
信
本
ゃ
か
ら
解
放
さ
れ
、
第
二
に
、
固
有
化
さ
れ
た
土
地
は
同

一
の
協
同
組
合
に
'
無
期
限
、
無
償
の
利
用
と
し
て
確
保
さ
れ
、
社
会
主
義

国
家
は
土
地
所
有
者
と
し
て
な
ん
ら
の
所
得
を
も
協
同
組
合
か
ら
受
け
と

ら
ず
、
第
三
に
、
協
同
組
合
の
所
有
に
あ
る
土
地
の
存
在
は
、
労
働
者
階

級
の
独
裁
の
条
件
に
お
い
て
は
協
同
組
合
の
社
会
主
義
的
本
質
に
な
ん
ら

の
ぼ
定
的
影
響
を
も
与
え
ず
、
社
会
か
ら
の
協
同
組
合
の
孤
立
化
を
も
た

ら
さ
ず
、
全
人
民
的
所
有
の
な
ん
ら
の
弱
体
化
を
も
立
き
起
さ
な
い
か
ら

で
め
る
」
合
一
面
六
頁
)
。
「
し
か
し
任
志
の
社
会
主
義
国
に
お
い
て
、
協

同
組
合
的
土
地
所
有
が
、
労
働
用
百
六
と
生
産
物
の
協
同
組
合
的
〈
あ
る
い

は
全
く
同
じ
こ
と
だ
が
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
)
所
街
が
全
人
民
的
所
有
水
準

に
ま
で
高
ま
る
以
前
に
、
全
人
民
的
土
地
所
有
に
転
化
す
る
か
、
あ
る
い

は
乙
れ
が
同
時
に
起
る
か
は
、
そ
の
社
会
主
義
国
の
具
体
的
条
件
に
依
存

す
る
。
理
論
的
に
は
こ
れ
ら
の
可
能
性
の
ど
の
一
つ
も
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
協
同
紺
合
的
土
地
所
有
の
全
人
民
的
土
地

所
有
へ
の
転
化
が
、
協
同
組
合
的
所
有
の
全
人
民
的
所
合
と
の
完
全
な
接

近
の
完
成
と
と
も
に
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
、
よ
り
あ
り
そ
う
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
た
い
」
(
三
四
六
l
七
頁
)
O

「
社
会
主
義
的
農
業
制
度
範
嬬
お
よ
び
そ
れ
に
固
有
の
協
同
組
合
的
領

有
・
士
地
(
八
地
代

V)
関
係
の
消
滅
は
、
ソ
連
で
は
共
産
主
義
の
完
全

な
勝
利
以
前
に
可
能
で
あ
ろ
う
か
」
(
二
百
七
頁
)
0

コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
の

急
速
な
集
中
、
不
可
分
フ
ォ
ン
ド
の
増
大
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
連
合
形
態
の
必

社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

要
、
地
域
的
コ
ル
ホ
ー
ズ
連
合
機
関
の
必
要
等
、
つ
ま
り
一
共
産
主
義
へ

進
ん
で
い
る
現
在
の
段
階
で
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
建
設
の
新
し
い
組
織
形
態
創

設
と
い
う
客
観
的
経
済
的
必
要
は
、
中
央
委
員
会
幹
部
会
に
、
地
区
、

州
、
共
和
国
に
お
け
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
間
連
合
・
同
盟
の
創
設
に
か
ん
す
る

問
題
を
研
究
し
検
討
す
る
こ
と
を
委
任
し
た
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
十

二
月
総
会
(
一
九
五
九
年
)
の
決
定
に
表
現
さ
れ
た
」
会
百
九
貫
〉
0

そ

し
て
こ
れ
ら
の
過
程
が
「
集
約
的
に
完
成
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
コ
ル

ホ
ー
ズ
的
所
有
は
全
人
民
的
所
有
と
ま
ず
ま
ず
急
速
に
接
近
し
、
必
要
に

応
じ
て
の
分
配
に
と
っ
て
必
要
な
圭
富
な
生
産
物
を
生
産
す
る
可
能
性
を

与
え
る
物
質
的
・
生
産
的
去
礎
が
っ
く
り
だ
さ
れ
る
以
前
に
、
コ
ル
ホ
ー

ズ
的
所
有
の
令
人
民
的
所
有
と
の
完
全
た
接
近
が
起
り
う
る
こ
と
は
、
全

く
確
実
で
あ
ろ
う
o

別
論
的
に
は
、
ま
だ
社
会
主
義
の
段
階
で
の
す
べ
て

の
土
地
に
お
け
る
単
一
の
全
人
民
的
生
産
形
態
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
〈
士
岡
氏
経
済
に
お
け
る
単
一
の
全
人
民
的
所
有
の
成
立

と
と
も
に
、
社
会
主
義
的
農
業
制
度
範
鴫
は
消
滅
し
、
領
有
・
土
地
関
係

(
八
地
代

V
関
係
)
も
消
滅
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
速
で
も
、
も
ち
ろ

ん
す
べ
て
の
社
会
主
義
諮
問
で
も
、
社
会
主
義
的
農
業
制
度
と
領
有
・
土

地
関
係
の
消
滅
は
ま
だ
共
産
主
義
心
低
い
段
階
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
。

す
べ
て
の
社
会
主
義
諸
国
の
共
産
主
義
の
高
い
段
階
へ
の
前
進
の
均
等
化

過
程
が
進
ん
で
い
る
以
上
、
協
同
組
合
的
所
有
の
全
人
民
的
所
有
と
の
完

全
な
接
近
過
程
、
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
農
業

制
度
と
そ
れ
に
固
有
の
領
有
・
土
地
関
係
の
消
滅
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ

同
時
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
理
論
的
に
は
、
個
々
の
社
会
主
義
国

四



社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
土
地
関
係

に
と
っ
て
、
す
べ
て
の
土
地
で
の
協
同
組
合
的
生
産
が
全
人
民
的
生
産
に

転
化
す
る
以
前
に
、
協
向
総
合
的
土
地
所
有
が
全
人
民
的
土
地
所
有
に
転

化
す
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
農

業
制
度
範
隠
は
残
り
、
た
だ
社
会
的
制
度
の
土
台
の
み
を
変
え
、
同
様
に

領
有
土
地

(
A地
代

V)
関
係
も
存
続
す
る
。
社
会
の
歴
史
上
最
初
に
農

業
制
度
は
封
建
的
な
も
の
と
し
て
発
生
し
、
社
会
主
義
的
な
も
の
と
し
て

消
滅
す
る
。
も
し
土
地
所
有
の
一
つ
の
形
態
l
1全
人
民
的
1
1
1
あ
る
い

は
土
地
所
有
の
一
一
つ
の
形
態
l
i全
人
民
的
と
協
同
組
合
的
(
土
地
種
類

を
考
慮
し
て
、
何
故
な
ら
地
問
胞
は
二
つ
の
場
合
と
も
全
人
民
的
で
あ
る
か

ら
)
!
ー
ー
が
共
産
主
義
の
低
い
段
階
の
土
台
た
り
う
る
と
す
れ
ば
、
た
だ

全
人
民
的
土
地
所
有
の
み
が
、
そ
の
高
度
の
段
階
の
も
と
で
の
社
会
的
制

度
の
土
台
た
り
う
る
」
全
面
九
i
五
O
頁)。

以
上
簡
単
か
つ
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
ゾ
ド
エ
フ
の
著
書

の
性
格
お
よ
び
内
容
の
大
綱
を
紹
介
し
た
。
A
ハ
地
代

V
関
係
の
分
析
に
あ

た
っ
て
、
著
者
は
と
く
に
「
昌
経
済
的
過
程
の
形
態
と
そ
の
内
容
、

b
純

生
産
物
の
区
分
と
そ
の
分
配
、

C

経
常
対
象
と
し
て
の
土
地
と
所
有
対

象
と
し
て
の
土
地
、

d
A地
代

V
の
物
質
的
基
礎
と
そ
の
物
質
的
基
礎
と

の
関
連
に
お
い
て
八
地
代

V
を
あ
ら
わ
す
と
こ
る
の
人
間
関
係
、

e
A地

代

V
関
係
形
成
の
原
因
と
条
件
、

f
A地
代

V
の
源
泉
と
そ
の
物
質
的
基

礎
の
源
泉
、

g
生
産
に
お
け
る
超
過
所
得
の
創
造
お
よ
び
社
会
主
義
国
家

と
農
民
階
級
と
の
間
で
の
そ
の
分
配
三
五
資
)
と
い
う
諸
点
に
注
意
し
、

ま
た
「

a
操
業
生
産
一
般
の
特
質
と
、
と
く
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
牛
一
斥
の
特
賞
、

b
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
物
の
価
格
形
成
の
特
殊
性
」
(
向
上
)
に
特
別
の
考
怠

二
四
四

を
払
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
若
干
の
論
点
で
疑
問
の
余
地
を
残
す

も
の
で
は
あ
る
が
、
ソ
ヴ
工
ト
学
界
の
一
水
準
を
示
す
労
作
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

ハ
一
九
ホ
二
年
九
月
十
日
〉




